























3.武家屋敷地区第 7地点 2号遺構・24号土坑 (Ⅱ 期、南から)
武家屋敷地区第 7地点 2号遺構堆積土の状況 (Ⅱ 期、
5.武家屋敷地区第7地点1号遺構検出の大全身骨格 (Ⅱ 期、西から) 6.武家屋敷地区第7地点2号遺構漆器出土状況 (Ⅱ 期、東から)
7. 武家屋敷地区第7地点1号井戸と内部に残された梯子 (Ⅱ 期、北から) 8.武家屋敷地区第7地点 4号土坑出上の俵 (Ⅱ 期、西から)
9.武家屋敷地区第 7地点桶埋設遺構 (Ⅲ 期、西から)
10。 武家屋敷地区第7地点2号土坑遺物出土状況 (Ⅲ期、北から) ■.武家屋敷地区第7地点池状遺構 (Ⅲ 期、西から)
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第 I章 2001年度 (平成13年度)事業の概要
1. は じめ に
東北大学には、仙台市内の各キャンパスに加えて、多くの研究施設がある。これらの各地区構内には、多 くの
埋蔵文化財が存在 している (図 1)。 特に川内地区は、ほぼ全域が近世の仙台城跡二の九地区と二の九北方武家











2001年 度 (平成13年度)は、運営委員会を3回、専門委員会を 2回開催した。それぞれの開催月日・議事内容
は以下の通 りである。
埋蔵文化財調査研究センター運営委員会












Tab l  Excavations on the campus in the iscal year 2001
調査の種類 調 査 地 点 (略号) 原   因 調査期間 面 積 時 期
本 調 査
仙台城跡二の九北方武家屋敷地区第7地点 (BK7) マルチメディア総合研究棟新営 5/7-11/23 810∬ 近世
青葉山E遺跡第 7次調査 (AOE7) 理学研究科総合研究棟 (Ⅲ 期)新営 l1/1-19 ２ｍ 縄文









Ruin of Sendai Castle
Ka郡/auchi steles
Aobayama Site Loc B
Aobayama Site Loc.E












仙台城跡 2:川内古碑群 3:青葉山遺跡B地点 4:青葉山遺跡E地点 5:青葉山遺跡C地点 6:青葉山遺跡A地点
青葉山遺跡D地点 8:芦 ノロ遺跡 9:片平仙台大神宮の板碑 10:郷六大日如来の碑 11:葛岡城跡 12:郷六城跡
郷六建武碑 14:沼田遺跡 15:郷六御殿跡 16:郷六遺跡 17:松ヶ岡遺跡 18:向山高裏遺跡 19:萩ヶ丘遺跡
茂ヶ崎城跡 21:ニツ沢横穴墓群 22:萩 ヶ岡B遺跡 23:八木山緑町遺跡 24:ニツ沢遺跡 25:青山二丁目遺跡
青山二丁目B遺跡 27:杉土手 (鹿 除土手) 28:砂押屋敷遺跡 29:砂押古墳 301富沢遺跡 31:泉崎浦遺跡
金洗沢古墳 33:土手内窯跡 34:土手内遺跡 35:土手内横穴墓群 36:三神峯遺跡 37:金山窯跡 38:三神峯古墳群
富沢窯跡 40:裏町東遺跡 4ユ i裏町古墳 42:原東遺跡 43i原遺跡 44:八幡遺跡 45:後田遣跡 46:町遺跡
神漉山遺跡 48:御堂平遺跡 49:上野山遺跡 50:北前遺跡 51:佐保山束遺跡
図 1 東北大学と周辺の遺跡
Fig l  Archaeological sites and Tohoku University
図 2 仙台城 と二の丸の位置
Fig 2 Distribution of Sendai Castle





8月 8日  審議事項  (1)東北大学埋蔵文化財調査研究センターの組織見直しについて
(2)その他
報告事項  (1)そ の他
埋蔵文化財調査研究センター運営委員会専門委員会






10月 10日   審議事項  (1)(ナ‖内)マルチメディア総合研究棟新営に伴う埋蔵文化財調査について
(2)(青葉山2)総合研究棟Ⅱ期新営に伴う埋蔵文化財調査について
(3)(理)核理研Ge Vノ 線実験棟新営に伴う埋蔵文化財調査について
報告事項  (1)そ の他
3.埋 蔵 文化 財 調 査 の概 要
2001年 度は、川内地区・青葉山地区・富沢地区において、本調査 3件、立会調査 4件の、合計 7件の調査を実
施した。 (表 1)。
(1)川内地区の調査
川内地区では、本調査 1件 と立会調査 4件 を実施した (図 3)。
本調査を実施したのは、川内北地区のマルチメディア総合研究棟新営に伴う、仙台城跡二の九北方武家屋敷地
区第 7地点 (BK 7)の 調査である。この調査では、多数の遺構・遺物が発見された。特に、18世紀前葉の巨大
なゴミ穴が検出され、木簡を始めとする、多種多様な遺物が大量に出土している。そのため、報告する必要のあ
る遺物量が多 く紙幅が膨大になるため、 5分冊とすることにした。本書が相当する第 1分冊では、検出遺構の報
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図 4 青棄山地区調査地点

















































































































































青葉山地区では、本調査 1件を実施した (図 4)。
本調査を実施したのは、理学研究科実験研究棟新営に伴う、青葉山E遺跡第 7次調査 (AOE7)で ある。こ




施した。このように当地点の調査は2ケ 年に渡るため、調査成果については、2002年 度事業を取 りまとめる調査
年報20に おいて、まとめて報告する。
(3)宮沢地区の調査
富沢地区では、本調査 1件を実施した (図 5)。
本調査を実施したのは、理学研究科附属原子核理学研究施設のGe V/線実験棟新営に伴う、芦ノロ遺跡第 5
次調査 (TM5)である。これについては、本書の第Ⅱ章において報告する。
4.遺 物 整 理 作 業













存処理を進めてきている。木製品については、1997年度以降、糖アルコール (ラ クチ トール)を利用した処理を








































Fig 6  Sketch map Of a laboratory to cOnserve the archae010gical remains
2.木製品処理室の様子
とさび収 り用作業箱 (右)      4.エ アコンプレッサー (左)と 集塵機 (右 )
図 7 保存処理作業室の状況
Fig,7  /ヽieM「s Of a laboratory to cOnserve the archaeological remains


















これら以外の金属製品処理に関わるものとして、実体顕微鏡 (カ ー トン光学NSZT-lLHT)、 顕微鏡用CCDカ
メラとモニター、真空ポンプ (DA-200型 )、 導電率計 (ES-12型 )な どを購入した。
1983  1984  1985  1986  1987  1988 1989  1990  1991  1992  1993  1994  1995  1996 1997  1998 1999 2000 2001
年度
図8 収蔵遺物量の推移
Fig 8 Graph showing transition of amount of artifact in storage(showed by number of case)
6.資料保管状況






2001年 度末時点で、当センターで保管している遺物総量は3,026箱 となった。前年度からは466箱 の増加である。
この内訳は、当年度に調査を実施した仙台城跡二の丸北方武家屋敷地区第 7地点出土のものが464箱、青葉山E









・東北史学会2001年 度大会考古学部会 2001年 10月 7日 於 :米沢女子短期大学
「近世建物遺構の基礎構造」 発表者 :藤沢敦・京野恵子・高木暢亮
・平成13年度官城県遺跡調査成果発表会 2002年 1月 19日  於 :岩沼市民会館
「仙台城跡二の九北方武家屋敷地区第 7地点」 発表者 :京野恵子









8.教 育 普 及活 動
(1)非常勤講師
2001年 度に、当センターの調査研究員で非常勤講師を担当したのは、次のとおりである。
藤沢教 宮城教育大学 考古学講義 (後期)
(2)保管資料の貸出
当センター録管の資料の貸出等としては、次のとおりであった。
・貸出先 :仙台市富沢遺跡録存館 平成13年度企画展「土の中からのメッセージ・発掘された仙台の遺跡 5」
貸出資料 :青葉山E遺跡第 3次調査出土縄文土器・石器42点
青葉山E遺跡第 3次調査 住居跡写真 1占
青葉山A遺跡採集石器 3点
仙台城跡二の九出土陶器 5点
貸出期間 :2001年 4月 18日 ～ 7月 31日
・貸出先 :仙台市博物館 仙台市史『通史編 3 近世 1』 への写真掲載
貸出資料 :仙台城跡二の九第 5地点 西屋敷の建物調査状況写真 1点
・貸出先 :仙台市教育委員会 第35回文化財展「仙台城とその時代一城と町の暮らし一」
貸出資料 :仙台城跡二の九出土陶磁器15点および同写真 1点
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第Ⅱ章 芦ノロ遺跡第 5次調査 (TM5)
1.芦 ノロ遺 跡 の立 地 と周辺 の遺跡























世紀)、 須恵器窯跡である金山窯跡 (5世紀)や土手内窯跡 (7世紀)な どが知られている (主浜光朗他1992)。
2.調 査 の経 緯






先立って遺跡の範囲 。Jl■格を確認するために、1985年 (TMl)。 1989年 (TM2)・ 1991年 (TM3)の 3次にわ
たる調査が行われている (年報 9)。 これらの調査の結果、密度は低いものの、各所で縄文時代 。古墳時代・平
安時代の遺構 。遺物が確認されている。これにより、富沢地区の全域を含む形に遺跡範囲が拡大された。
















































































今回の調査地点の南東側には、芦ノロ遺跡第 4次調査 2区が隣接 している (図 9)。 また、東側には第 4次調









12月 4日 から手掘 りにより旧表土 (3層 )の掘 り下げを開始した。 3層からは石箆が 1点出土している。また、
調査位置と層序の確認のため、第 4次調査 2区についても、一部埋め戻し土を除去した。 3層直下の 6層上面か






また、12月 18日 には、埋没林と層序の確認のため、第 4次調査2区の深堀調査区を利用して、土層断面の剥ぎ
取 りを行った。剥ぎ取 りは、土層断面に変性ウレタン合成樹脂「 トマックNS-10」 を塗布し、その上からガー
ゼを密着させ、 トマックを回結させた。
上記のように、本調査区は第 4次調査 2区に隣接 している。そのため、 2区の調査グリッドを継続して、本調
査グリッドを設けることとした。しかし、 2区の南】ヒ方向のグリッド名は、北側から 1、  2、 3・ ・ 。と付 して
おり、本調査区は 2区 より北に位置するため、通し番号を付すことができなかった。そのため、 2区南北方向の









1層 は大学による盛土、 2層は戦前この地にあった陸軍幼年学校時代の盛土と考えられる。層厚は 1・ 2層 を
合わせて約 1～ 2mである。いずれも近代以降の盛土であり、大半を重機によって除去している。これらの盛土
がなされる以前の旧表土として 3層が存在する。 3層 の層厚は約20cm前後である。第 2次調査では 3層 の下に
縄文時代の遺物を含む 4層 と、その下のローム層 (5層 )が確認された場所も一部あったが、今回の調査区には、
4層、 5層は存在しなかった。 3層直下は 6層 となっており、 6層上面が縄文時代の地表面にほぼ相当すると考
えられる。 6層 は砂と粘土からなる水性堆積層であり、第 4次調査 1区では約 lm、 本調査区では約1.2mの 厚
みを有する。層相の違いから6層 は、第 4次調査区 1区では 8枚の層に、本調査区では6A、 6B、 6Cの 3層 に網
分されている。 1区 6a～6d層が 2区6A層 に、 1区 6e～6h層 が 2区 6B。 6C層 に対応することがこれまでの調査で
確認されている。このうち、6e～ 6h層、および6B・ 6C層 は、極めて粘性の強い粘土層である。第 4次調査区 1
区と本調査区における粘土採掘坑は、これらの粘土を採掘するためのものと考えられる。
7層 は、本調査区では約70cmと 厚 く堆積する。 7層 は7a～ 7d層 の 4層 に細分できた。このうち7a層 と7c層が
多量の木材や球果などを含んだ泥炭層である。その間には、間層として砂質シルトの7b層 が存在する。









































Fig。 10  Schematic prOnles of Th/15
4.検 出遺構






【1号清】(図 12、 図版 1)
上幅約90～ 130cm、 下幅約30～ 50cm、 深さ30～50cmである。溝の方向は北側でN-10° 一E、 南側ではわずか



































図11 芦ノロ遺跡第 5次調査 6層上面遺構配置図




10YR 4/1 掲灰色 粘土 粘
性強・ しまり中 一部に砂 をラ
ミナ状に含む
10YR5/2 灰黄褐色 粘土 粘
性強・ しまり中 黒褐色 黄褐
色の粘土プロックを斑に含む
25YR6/6明 黄褐色 粘土 粘
性強 。しまり中 灰黄褐色粘土
ブロックをわずかに含む
25YR5/1黄 灰色 粘土 粘性
強・ しまり中 一部に砂をラミ
ナ状に含む







































埋上 1層  10YR4/1褐 灰色 粘土 粘性強・しま
り中 2mm程度の炭化物をわずかに含
む 黄掲色粘土ブロックを斑に含む









埋± 1層  10YR4/1褐灰色 粘土 粘性中 しまり
中 lmm程度の炭化物をわずかに含む
ピット3埋土土層註記
埋± 1層  25YR5/1黄 灰色 粘土 粘性極めて強・
しまり強 lmm程 度の炭化物 をご くわず
かに含む lcm程度の黄褐色土プロックを
わずかに含む








埋± 1層 75Y馳/1褐灰色 粘土 粘性強 しまり中
5～ Юmmの 炭化物 を比較的多 く含む 明橙
色の粘土ブロックを斑状に含む
埋± 2層  75YRツ 1褐灰色 粘土 粘性強 。しまり中
2mm程度の炭化物 をわずかに含む
埋± 3層  10YR5/1褐 灰色 粘土 粘性強  しまり中
lmm程度の炭化物をわずかに含む 黄褐色
粘土ブロックを斑状に多 く含む















75YR5/1褐灰色 粘土 粘性強 。しま
り強 lmm程 度の炭化物をわずかに含
む 褐色粘土プロックをわずかに含む
7 5YR4/1褐灰色 粘土 粘性強 しま
り中 2mm程度の炭化物をわずかに含
む
10Y郎 /1褐灰色 粘土 粘性強 `し まり
中 シル ト質土プロックをわずかに含
む




10YR5/1褐 灰色 粘土質シル ト 粘性
中 しまり強 シル ト質土プロックを
わずかに含む










埋± 1層  10YR5/1褐灰色 粘土 粘性強 。しまり中
2mm程度の炭化物 をわずかに含む
埋± 2層 loYR4/1褐灰色 粘土 粘性強 しまり中
2mm程度の炭化物 をわずかに含む
埋± 3層 10YR4珍 灰黄褐色 粘土 粘性強 しまり
中 黄褐色粘上を班 に多 く含む
G′
卜




埋± 6層 75YR6/1褐 灰色 粘土 粘性強・ しまり
中 黄褐色粘土ブロックを斑状にわずか
に含む
埋± 7層 25YR4/1黄 灰色 粘土 粘性強 ,し まり
中 2mm程 度の炭化物をわずかに含む
―-493m埋 ± 8層  25YR6/4に ぶい黄色 粘土 粘性強 。し
まり中 埋± 1層・2層 起源の粘土小プロ
ックをわずかに含む
埋± 9層 10YR5/1褐灰色 粘土 粘性強 しまり中
5mm程 度の戊化物をわずかに含む 黄褐
色粘土小プロックをごくわずかに含む








埋± 1層  10YR5/ユ 褐灰色 粘土 粘性強  しまり中 黄褐色粘土ブ
ロックを斑にわずか含む
埋± 2層  10YR4/1掲 灰色 粘土 粘性強 しまり中 2～ 10mm程
度の炭化物を比較的多く含む
埋± 3層  5Y6/1灰色 粘土 粘性強・ しまり中 黒褐色粘土粒をわ
ずかに含む
埋± 4層  5Y5/2灰オリープ色 粘土 粘性強・ しまり中 黄褐色粘
土ブロックをわずかに含む
埋± 5層  5Y5/1 灰色 粘土質シル ト 粘性強・ しまり中 黄褐色
粘土プロックを班に含む
埋± 6層  5Y5/1 灰色 粘土質シル ト 粘性強・ しまり中 責褐色
粘土ブロックを斑に含む
埋± 7層  5Yν2灰 オリーブ色 粘土 粘性強 。しまり中 上部に黄
褐色粘土ブロックを斑に多 く合む 5～ 20mmの炭化物を
比較的多く含む




図12 芦ノロ遺跡第 5次調査検出遺構 (1)






埋± 1層  10YR5/2灰黄褐色 シル ト 粘性中 しまり強 指先大
の礫をわずかに含む
埋± 2層  75YR3/3暗 褐色 粘土 粘性強  しまり中 2mm程 度
の炭化物をわずかに含む
埋± 3層  10YR5/1褐灰色 粘土 粘性強  しまり中 lmm程 度
の炭化物 をわずかに含む 黄褐色粘土ブロックを斑状
にわずかに含む
埋± 4層 10YR7ユ 褐灰色 粘土 粘性強  しまり中 黄褐色粘土
ブロックを多長に含む
埋± 5層 75YR4/1黄 灰色 粘土 粘性強 しま り中 2mm程 度
の炭化物 をわずかに含む 黄褐色粘土 ブロックを斑状
に多量に含む
埋± 6層 7 5YR4/1褐 灰色 粘土 粘性強  しま り中 黄褐色粘
土プロックを多畳に含む
6号土坑埋土土層註記
埋± 1層  loYR3/ユ 黒褐色 粘土 粘性強 ,し まり中 2mm
程度の炭化物をわずかに含む
埋± 2層  loYR4/1褐 灰色 粘土質 シル ト 粘性強 しま り中
1～ 2mm程度の炭化物をわずかに含む
埋± 3層  loYR4/ユ 褐灰色 粘土 粘性強・ しまり中 5mm程
度の炭化物 をわずかに含む 黄褐色粘土小プロ ック
を含む



















埋± 2層  loYR4/2褐 灰色 粘土質シル ト 粘性強  しまり強
3mm程度の炭化物 をわずかに含む 砂 をプロック状
にわずかに含む
埋± 3層 10YR5/1褐灰色 粘土 粘性強・ しまり中 明灰色粘
土小ブロックを斑に含む
埋± 4層  10YR4/1褐 灰色 粘土 粘性 強 しま り中 2mm程
度のえ化物を比較的多 く含む



























埋± 6層  10YR4/1褐灰色 粘土 粘性強 しまり中 5mm程
7        度の炭化物をわずかに含む 砂をブロック状にわず
8        かに含む
埋± 7層  5Y5/1灰 色 砂質シル ト 粘性中 しまり中 地山
0             1m
l…
7号土坑埋土土層註記
埋± 1層  ЮYR5/1褐 灰色 粘土 粘性強・ しまり中 3mm程 度の炭
化物 をわずかに含む 東側部分では黄褐色粘土 ブロ ックを
斑に含む
埋± 2層  loYR5/2灰 黄褐色 粘土 粘性強  しまり中 2mm程 度の
炭化物をわずかに含む
埋± 3層  loYR4/2灰 黄褐色 粘土 粘性強・ しま り中 2mm程 度の
炭化物を比較的多 く含む
埋± 4層  loYR5/1褐 灰色 粘土 粘性強・ しまり中 lmm程 度の炭
化物をごくわずか含む









理± 1層 7 5YR3/1黒 褐色 粘土 粘性強 。しまり中
2mm程度の炭化物を比較的多 く含む
坦± 2層 7 5YR5/1褐 灰色 粘土 粘性強  しま り中
lmm程度の炭化物 をわずかに含む
埋± 3層  10YR4/1 褐灰色 粘土 粘性強  しまり中
2mm程 度の炭化物 を含 む 黄褐色粘土粒 を
わずかに含む                ~~








図13 芦ノロ遺跡第 5次調査検出遺構 (2)
Fign3 Plans and sections of pits at Th/15 (2)
の西側でややオーバーハ ングした形状をしている。検出面からの深 さは約50cmであった。埋土には、地山由来
の粘土層がブロック状に入 り込んでお り、土坑の壁の土が混入 したものと推測できる。本来はもっとオーバーハ
ングした形状を示 していたのかもしれない。遺物の出土はなく、時期は不明である。





【7号土坑】(図 13、 図版 2。 3)
D-8・ 9区で検出され、不整な長楕円形を呈している。長軸方向で約170cm、 深さ約60cmで、南側部分でわ
ずかに深くなる。遺物の出土はなく、時期は不明である。




【9号土坑】(図 13、 図版 3)
C・ D-7区で検出された。ほぼ円形を呈しており、直径約170cm、 底径120cm、 深さ約50cmである。底面付
近では、黄褐色粘土層が堆積している。遺物の出土はなく、時期は不明である。









出土遺物は非常に少ない (表 2)。 年代がわかるものは、 3号土坑から出土した土師器の破片で、奏の体部と
みられる。古墳時代前期の塩釜式期のものであると考える。その他では、 1号溝とピット3か ら土器の小破片が
各1点ずつ出土したが、いずれも残存状態がよくなく年代は不明である。土器以外では、旧表土から石箆が1点、
1号土坑から剥片が1点出土しているが、いずれも年代はわからない (図 14、 図版 4、 表 3・ 4)。
また、出土した土器はいずれも脆弱であったため、アクリル系合成樹脂「バインダーNo.17」 を含浸させて補
強している。
表 2 芦ノロ遺跡第 5次調査出土遺物集計表
Tab 2 Distribution of various implements from TM5
表 3 芦ノロ遺跡第 5次調査出土土師器観察表
Tab.3 Attribute lst of pottery from TM5
出 土 場 所 土 器 石 器





No 出上場所 器 種 部 位 内面調整 外面調整 文 様 炭化物 器厚 (cm) 図 図版
Cl 〕号土坑埋土最下層 琵 体部 ナデ 。ヘラナデ ハケメ後、ナデ 征 内外面
表 4 芦ノロ遺跡第
Tab.4 Attribute ist of
5次調査出土石器観察表
stone implements from TⅢ正5
No 出上場所 器 種 長 さ (mm) 幅 (mm) 厚さ (mm) 重 量 石 材 図 図 肪
l号土坑埋土 剥 片 439 537 珪質頁岩 4
旧表土 石 箆 753 158 珪質頁岩 4
0                           5cm
図14 芦ノロ遺跡第 5次調査出土石器












た土坑がみられないことなど、第 4次調査 1区 との相違点も挙げられる。
これらをまとめると次の可能性が考えられる。今回の調査区と1区 とでは18mほ ど離れており、縄文時代晩期
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第Ⅲ章 仙台城跡二の九北方武家屋敷地区第 7地点 (BK 7)の調査




仙台城は、仙台藩初代藩主である伊達政宗によって、慶長 5年 (1600年 )12月 24日 の縄張始めを晴矢として、
本丸の築造が始められる。この段階では、二の九は造られておらず、後に二の丸が造られる場所には、政宗の四












仙台城下は、仙台城本丸の造営に伴って造られていく。慶長 6年 (1601年)の正月11日 に、仙台城の普請始め
が行われ、同じ日に「御城下地形ノ絵図ヲ以テ諸士等ノ屋敷割仰付ラル。」との記録が残されている (F貞 山公治
家記録巻之二十一』)。 この時以降、城下の建設が進められていったものと考えられる。







轄下に移 り二の九には東北鎮台 (後 に仙台鎮台)が置かれる。本丸の建物は明治の早い時期に取 り壊されるが、
二の丸の建物は鎮台本営として引き続き利用された。しかし、明治15年 (1882年)の火災で、ほとんどが焼失し



















現存する仙台城下を描いた最も遡る絵図は、正保 2年 (1645年)の ものであるが、これは幕府提出用の絵図で









明治22年 の地図では、第二師団司令部に、明治15年 (1882年 )に焼失した二の丸の旧状を残す建物が描かれ、全

















0                                  500m
図15 二の丸北方武家屋敷地区における江戸時代の道路の復元







高と石高の換算は、寛永検地を経て、 1貫 (1000文)を 10石に換算するように定められた。寛永検地以前の換算
については、いくつかの説がある。ただし、ここで検討材料とする屋敷拝領者が記載されている藩政用絵図が、
寛文 4年 (1664年)以降のものしか存在せず、全て寛永検地より新 しい時期のものとなるので、 1貫を10石 と換
算すれば良いこととなる。
仙台藩の家格は、家格の高い順から、一門 。一家・準一家 。一族・宿老 。着座 。太刀上・召出 。平士・組士・
卒というように分けられていた (表 7)。 平士は、仙台藩家臣回の主力を構成した家臣で、多くは大番組に属す
る大呑士であった。平士 (大番士)は、登城した際に控える部屋の名前をとって、上位から虎の間呑士・中の間
番士・次の間番士・広間番士に分けられた。組士と卒が下級藩士となる。
調査地点が入るほぼ四角の区画は、元禄 4・ 5年 (1691'92)の 絵図 (図16-6)ま では、区画をほぼ 4つ に
分けた大きさか、あるいはそれよりやや小さく分けられている。享保 9年以降は、より細かく区分される場合が
多くなり、頻繁に屋敷拝領者が入れ替わっていく傾向がある。幕末になると (図 17-10)、 この区画の南東側に、
「小学校」が置かれる。仙台藩では、藩校として養賢堂を置いて、家臣の教育にあたっていた。嘉永 5年 (1852
年)に、門閥子弟の講学所 として川内に置かれたのが「小学校」であった。鈴木省三の『仙台風俗志』には、




(36貫 104文・召出)、 中村伊右衛門 (48貫 612文・格式不明)、 山崎平左衛門 (102貫 613文 。虎の間)、 白石七十郎
(30貫文・虎の間)、 宮内権六 (36貫 文・召出)、 大河内源太夫 (90貫文・召出)、 濱田平十郎 (33貫 313文・虎の








貫を越える禄高はそれによって増加 していった結果である。なお、山崎平左衛門は、廷宝 3年 (1675年 )には





一方、享保 9年以降に現れる、小さく分割された屋敷を拝領していたものには、横沢軍蔵 (30貫 文 。虎の間)
のような禄高の者もいるが、渋谷権七郎 (15貫 940文 。中の間)、 志茂偉之助 (7貫 200文・次の間)、 藤間仲左衛










































































































仙台城下絵図 ② 東北歴史博物館 図16-7
宝暦10年～明和 3年
1760-66










































⑤ 戦災焼失 第二師団 図17-10
1.正保二年 (1645年 )奥州仙台城絵図 2.寛文四年 (1664年 )仙台城下絵図
3.寛文八 。九年 (1668・ 69年 )仙台城下絵図
仙台城下絵図





延宝九～天和三年 (1681～ 83年 ) 6.元禄四・五年 (1691・ 92年)仙台城下五産卦絵図
7.享保九年 (1724年 )以降 仙台城下絵図
図16 武家屋敷地区第 7地点周辺の絵図・地図 (1)
Fig,16 Picture maps around the area of BK7(1)
8.宝暦十～明和三年 (1760～ 66年 )仙台城下絵図 天明六～寛政元年 (1786～ 89年 )仙台城下絵図
10,安政三～六年 (1856～ 59年 )安政補正改革仙府絵図
・10'14『絵図・地図で見る仙台』
・11～ 13『絵図・地図で見る仙台 第二報』
図17 武家屋敷地区第 7地点周辺の絵図・地図 (2)
Fig,17 Picture maps around the area of BK7(2)
11.明 治 8年 (1875年 )宮城郡仙台町地引図


























16-4 白石七十郎 中村伊右衛門 宮内権六 山崎平太左衛門 明屋敷
延宝 9年～天和 3年
1681-83


















































表 6 武家屋敷地区第 7地点関連絵図人名
Tab.6  List of names of s2コ vrar lived at this location
表 7 仙台藩の家格
Tab.7 List of status in Sentrarれ ,コ







準一家 猪苗代・天童・松前・葦名 。本宮・高泉・葛西 。上遠野・保土原・福原
―族






召出二番座 正 月 晏 会 に召 し出 され る家 柄


























査は、第 1。 4・ 5・ 6地点の 4地点である (図 3)。 1985年 度に実施した第 2地点 (BK2)と 第 3地点 (BK
3)の調査は、結果的に立会調査で終了したため、久番としている。
第 1地点は、今回の第 7地点と一部重なる区域で、1984年 度に実施した試掘調査である。当時、課外活動施設








第 5地点 (BK5)は 、教養部学生実験施設 (当 時)にエレベーターを設置するのに伴い、1989年度に実施し
た。当初は試掘調査という位置づけであったが、江戸時代の遺構が検出されたため、本調査に切 り替えて実施し
たものである。40だ という小規模な調査であったが、南北方向に延びる溝が 1条検出されている (年報 7)。
1996年 度に実施した第 6地点は、給水管埋設に伴う調査である。調査面積は少なかったが、比較的多 くの遺構
が検出されている (年報14)。   、
今回の第 7地点の調査は、川内北地区における二の九北方武家屋敷地区の大規模な調査としては、1994～ 95年
度に実施した第 4地点の調査以来、 2ケ 所目の調査となる。
(2)調査地点の位置
今回の調査は、マルチメディア総合研究棟新営に伴う調査である。調査地点は、川内北キャンパスの中でも、













るために、試掘調査が実施された。建設予定範囲に合わせる形で、 2m× 2mの調査区を3ケ 所設定し、合計12



















調査は、 4月 4日 から開始した。最初は、少人数で機材置き場や通路の設置などを行った。続いて4月 9日 に
試掘 1区周辺の重機掘削を実施した。試掘区の周辺を一回り大きく方形に掘削し、そこから2m幅の トレンチ状
に、西側へ約10m掘削した。試掘 1区の埋め戻 し土を除去 したところ、第 4地点で確認されているのと同様の、
















































































































































































































明治初頭頃の畑耕作土が残存しているのが確認され、これを 2層 とした。第 4地点での経験から、明治初頭の畑
耕作土には、江戸時代の遺物が多数入 り込んでいることが予想されたため、2層上面から精査を行うこととして、
周辺は 2層上面の精査までを行った。
この試掘区周辺の先行調査と併行して、 4月 19日 より支障物撤去や仮囲設置などを進め、23日 から段差西側の
調査範囲全体の重機掘削を開始した。重機掘削は5月 2日 に終了した。
連体明けの 5月 7日 から、作業員を投入した。先行する部分的な調査によって、 2層上面に畑の畝状の遺構が
存在することが明らかとなっていたため、 2層が露出するまで重機で除去すると、畝状遺構を壊 してしまうおそ











この米軍共同溝の掘 り方は、場所によってかなり深 くなり危険なため、 2層上面の精査が終了し、全景写真を撮
影した後に、一定の深さまで埋め戻すこととした。




B～ D-4区からB～ D-7区 にかけて並ぶ方形の攪乱は、大きな礎石が 2～ 3個重ねて入れられているもの
で、第 4地点でも同様の礎石が発見されている (年報13)。 これらは、陸軍第二師団の建物の基礎と考えられる。









精査は、 2層上面から開始した。 2層 は畑の耕作土として使用された部分もあり、全体に遺構は少なく、 7月
6日 に終了した。その後、 2層以下を掘 り下げつつ、順次遺構を確認して精査を続けた。
段差の東側については、排土置き場としていた関係と、この場所に置かれていた自転車置き場の撤去作業の日


















土により、作業は難航したが、11月 16日 に最終状況の全景写真を撮影した。その後、 1号遺構で出土した犬の骨
格などの特殊な遺物を、ウレタンで包埋 して取 り上げる作業などを行いつつ、撤収作業を進め、11月 23日 には全
ての作業を終了した。
なお、本建物の付帯工事として実施された、渡り廊下取設工事は 9月 18日 に、汚水管迂回工事は12月 17・ 21・
25日 に立会調査を実施した。いずれにおいても、江戸時代の遺構 。遺物は検出されなかった。
③記録方法
調査にあたっては、建物建設予定区域の方向に合わせて、 3mグ リッドを作成した (図 20)。 調査に際して設
定した基準点の国土座標値は、以下のとおりで、基準点の位置は図201こ示した。平面直角座標系は、X系である。
グリッドは、北で28° 18′ 18〃 西偏している。
BK7-A 日本測地系 X=-193,381.587  世界測地系 X=-193,072.854
Y=+  1,784.902              Y=+  1,485.011
BK7-B 日本測地系 X=-193,367.362  世界測地系 X=-193,058.630










かし、遺構の数が多 く複雑に切 り合う場合、線の太さの違いだけでは、必ずしも判 り易い表現方法とは言えない
場合もある。そこで先の年報18に引き続いて、攪乱や後世の遺構による破壊部分を、破線で表現した。これは、
新潟県新発田市の新発田城跡の調査報告書などで試みられている方法である (鶴巻ほか1997)。
























































































調査地点周辺のもともとの地形は、全体的には、ごくゆるやかに東に向かって下っている (図 21)。 現在見ら
れる平坦面と段差は、近代以降に行われた切 り土と盛 り土によって形成されたことが、今回の調査結果からも明
らかである。そのため、標高の高い西側ほど、近代の切 り土による削平が深 くおよんでいるものと思われる。今






















































分もあるが、全般的に変異の割合が 2層 より大きい傾向がある。土質はシル トであるが、砂の部分もある。炭化
物や小礫を含む場合があることは 2層 と同じであるが、場所によっては多 くの小礫を含む場合もある。
2層 と層相の違いが少なく、 2層 ・ 2層下部とも部分ごとに変異があったため、両者を明確に区分することが
難しかった。そのため当初は、 2層 の一部と考えて調査を進め、 2層下部と呼称した。調査が進むにしたがい、







黒褐色シル トを主体とするが、粘土や砂質シル トの部分もある。全体的に、炭化物を多 く含む。
次の3b層 は大規模なゴミ穴の上面をふさぐように整地したものであるが、ゴミ穴内の堆積層が窪み、それに伴
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ない。また、全般に遺構の検出は難しく、少しずつ掘 り下げながら確認作業を繰 り返した。そのため、掘 り込み












基本層 4層 より下位から掘 り込まれている遺構を、 I期 とした。しかし前述のように、 4層の分布範囲が極め




















4層 を掘 り込んでいるコ期の 2号遺構と24号土坑からは、享保年間の年号が記された木簡が大量に出土してい
る。年号には幅があるが、おおむね1720年前後に廃棄されたものと考えられる。この24号土坑より切 り合い関係
から先行することが確実で、なおかつ 4層上面から掘り込んでいる遺構が、27号溝である。この27号溝に切られ
























(1875年)7月 の水害で、大橋の中央部が流失した後である可能性が高い。この推定が正 しいなら、明治 8年頃
までは、川内地区の屋敷は、完全には取 り払われていないこととなる。今回の調査地点の状況を直接示すもので
はないが、明治維新後、直ちに屋敷が取 り払われたのではない可能性が高いと考えてよいであろう。









表 8 武家屋敷地区第 7地点時期別遺構一覧表
Tab 8  List of all strucutual remains divided in period
確定名称 現場名称 備 考
隠文時代
33号土坑 ピ ッ 卜204
I期

















8号注列 な し 1固 房Uビ ッ ト番 号
9号柱列 な し 個別ピット番号
Ⅱ期













































3号建物 な し 個別ピット番号
4号建物 な し 1回 別 ビ ッ ト番 号
l号柱列 な し 個別ビット番号
2号柱列 な し 個別ピット番号
3号柱列 な し 個別ピット番号
4号柱列 な し 個別ビット番号
5号柱列 な し 個別ピット番号























表 9 武家屋敷地区第 7地点遺構名称対照表 (1)





確定名称 備 考 時期
と 呉
確定名称 備 考 時期
Ⅲ
ビット2 ビット87 172 5号建物 柱 4
3 Ⅳ 1=チ rt夕u 企1lo Ⅲ
4 ビツト4 89 I I m 174
ビツト5 7号柱列 柱 3
6 Ⅱ 1号柱夕J 梃 3 柱 2 I Il
号柱列 柱 1 Ⅲ 1 l Ⅱ 1宥 I Ⅱ Ⅱ
5号建物 柱 2 178 ビット178
9 Ⅲ I
ビット10 Ⅲ 1 4 Ⅱ 180
5サ任夕J lt l ビット96
3号建物 柱 1 Ⅱ
サ建物 東辺 lll 7号柱列 柱 2 コ 号荘
1サ柱列 柱12
3号建物 注 2 Ⅱ
号建物 柱29 Ⅲ ピット101 号建物
ビット102
Ⅱ I ll Ⅲ
ビット19 Ⅱ ll14 ビット104 号建
Ⅱ 7号稚冽 柱 1 コ
ビット22 Ⅲ 欠番 号建
ビット108 ビット198
号建物 柱23 Ⅱ 109
号建物 柱24 Ⅱ 2号柱列 柱 4 号電
2号建物 柱 4
号建物 荘 Ⅱ
号建物 柱 2 Ⅲ 113 2号柱列 柱 3 ピットlC
ビット114 ビット199
圧
ビット31 Ⅱ 116 ビット116 欠
5号種 夕J 穫 3 ビット117 2号建物 柱 7
Ⅲ I Ⅱ Ⅲ
1号建物 柱16 lll ビット119 I I Ⅲ
1サ建物 柱11
3号建物 東 : Ⅲ
号建物 東辺 lll ピット122 ピット207
6号柱列 柱 2 ビット208
ピット39 4サ薦側石据万 ? Ц I Ⅱ ll
サ建物 柱12 Ⅱ 4号建物 柱 7 ピット2
4● /1■夕J 獲 5 3号柱列 柱 5 [号建物 柱33
Ⅱ IⅡ I
ビット43 Ⅱ 128 ビット128 9号桂夢
1号柱列 柱 9
I Ⅱ Ⅲ Ⅲ  I
ビ ッ 卜46 Ⅲ 1号柱列 柱 7 次
l11 ビット132
Ⅲ Ⅱ Ⅲ I I Ⅱ
ビ ッ 卜49 Ⅱ ピット134 次
欠番 220
6号柱列 経 3 Ⅲ 皿  I I Ⅱ
ビット52 Ⅲ ピット137 Ⅱ Ⅲ
ビット53 ビット138
3号柱列 fr 3 Ⅱ I Ⅱ Ⅲ I 列  柱 1
ビ ッ 卜55 I Ⅱ Ⅲ 140 久番 225 I ll ul
9号柱列 柱 1
Ⅱ Ⅲ  :
58 1号建物 柱14 Ⅲ 143 Ⅱ
144 ビツト144 229
60 �
61 Ⅲ 146 Ⅱ lll Ⅱ
1号建物 柱13 ピット232
63 4と 控え柱 Ⅲ 1号建物 柱18 Ⅲ  I I Ⅱ
1号柱列 柱 5 Ⅲ 149
5号rf列  柱 2 150 1号建物 柱30 な し ピット235
2 市 ξ号言己llR無 し Ⅱ
ピ ッ 卜67 Ⅲ 152 な し 征
【ビット68 153 ビット153 l号建物 柱 5
ビツト154 市
4号柱列 柱 4 Ⅱ 155 な し
ビット71 Ⅲ ビツト156
ビット157
4号建物 柱 5 Ⅲ 158 コ な し
ビット74 1開 ビット159 Ⅱ
1号種 夕」 柱 2 ビット160 gの み記録
お 4号雨lRl石 据万 ? ■ Ⅱ  I 写のみ記録
ビット77 Ⅳ 162 な し
ビツト78 欠番 な し 2号建物 柱 8 ξのみ記録
I IⅡ ユ  I ′ 柱 9 gのみ記録
4号建物 柱 Ⅲ 16「D コ
欠 沓 E録不備 ビツト166 な し 2号建物 柱 11 gの み記録
Ⅲ Ⅱ  I 柱13物 gのみ記録
ビット83 Ⅲ
4サ獲列 柱 2 5号建物 柱 3
表10 武家屋敷地区第 7地点遺構名称対照表 (2)
Tab.10 List of the strubtual remains name which are c01lated(2)
現場名称 確定名称 備 考 時期
1号建 V/J 1号建 物 ll
2号建 物 2号建 物 ll
な し 3号建物 個別ピット番号 Ⅲ
な し 4号建物 岡別ビット番号 ll
な し 5号建 物 個別ピット番号 I
な し 1号柱列 個別ピット番号 □
な し 2号柱列 lE別 ビット番号 ll
な し 3号柱 列 個別ピット番号 ll
な し 4号柱列 個別ピット番号 ll
な し 5号柱列 十回別 ヒ ツ ト否 号 ll
な し 6号柱列 個別ピット番号 ll
な し 7号柱列 個別ピット番号 Ⅱ
な し 8号柱列 固房Uビ ッ ト番 号 正・ Ⅱ























23号溝 23号溝 16号溝と一連 ? Ⅱ
24号溝 24号溝 I
25号溝 25号溝 I








現 坊 名 称 確定名称 備考 時期
1号土坑 1号土坑 Ⅳ
2号土坑 2号土坑 Ⅲ




7サ土坑 7号土 坑 Ⅱ
8号土坑 8号土坑 Ⅱ




13号土 坑 13号 土 坑 I
14号土坑 14号土坑 I
15号土坑 15号土坑 Ⅱ
16号土坑 16号 土坑 Ⅱ
17号土 坑 17号 土坑 Ⅲ
18号土坑 18号土坑 Ⅱ
19号土坑 19号 土坑 Ⅱ
20号土 坑 20号土坑 里土は3a層 と一連 Ⅱ
21号土坑 21号土坑 Ⅱ
22号土坑 22号土坑 Ⅱ
23号土 坑 23号 土坑 Ⅱ
24号土坑 24号土坑 Ⅱ
25号土坑 25号土坑 I





31号土坑 31号土坑 南壁 セ ク シ ョンの み I
32号土坑 32号土坑 南壁セクションのみ Ⅱ
ッ ト204 33号土坑 縄 文
1号井戸 1サ井戸 ]
2号井 戸 2号井 戸 Ⅲ
3号井戸 3号井戸 ]
4号井戸 4号井 戸 Ⅱ
1号池 l号遺 構 ]
2号池 2号遺構 ]
1号石敷 池状遺構 所古 2段階に区分 Ⅱ・Ⅲ









各期の最初に遺構配置図を示した。 I期 とⅣ期については、遺構配置図は 1枚にまとめたが、Ⅱ期とⅢ期につ
いては、遺構配置図を 2つ に分けて作成している。このコ期とⅢ期は、時期的に新旧 2段階に区分できる訳では

































(1)江戸時代以前の遺構 (図 26、 図版12)
今回の調査地点では、江戸時代以降の遺構が圧倒的多数を占める。それより古い時期の遺構は、縄文時代の陥
し穴と考えられる33号土坑が、 1基発見されただけである。出土遺物も、江戸時代以降のものが圧倒的多数を占






ており、周囲からの流れ込んだものである可能性が高い。同地点では、古代の瓦 3点や須恵器 1点 も出土 してい
る。また、武家屋敷地区第 8地点 (2002年度調査)で は、石器が 2点出土している。武家屋敷地区第 9地点
(2003年 度調査)では、縄文土器 1点 と古代の土師器 1点が出土している。
千貫沢を渡った二の九地区でも、江戸時代以前の遺構や遺物が発見されている。第 4地点では石器 5点、縄文




















































① I期 の遺構 (図27～ 32、 図版13～ 17)
I期 は、基本層 4層 より下位から掘 り込まれている遺構であるが、 4層 の分布範囲が調査区東南部の極めて次
い範囲に限られているため、 4層 との上下関係が判明する遺構はわずかしかない。以下の I期 の遺構の記載で、










調査区西端のB-7・ 8区で検出された 9号土坑 。13号土坑は、一連の遺構となる可能性があり、出土遺物から




E・ F-8・ 9区 には、 5号建物と25号土坑が存在する。これらは、切 り合い関係などからI期の可能性が高
いと考えたが、更に新しい時期に下る可能性も残っている。











北辺と東辺が検出されただけである。北辺では、 6尺 3寸を 1間 とした場合の半間の間隔で、柱穴が 3基検出
された (柱 2・ 3・ 4)。 柱 4の西側には、25号土坑が存在するが、寸法はそろわず、直接つながるものか否か
判らない。東辺は、半間の間隔で柱が 1基 (柱 1)南側に延びる。これより南側は撹乱が激しく、続きは判らな
い。仙台城の二の丸地区や二の九北方武家屋敷地区におけるこれまでの調査では、江戸時代の中で柱間寸法が、
6尺 5寸から6尺 3寸へ変化することが確認されている。 6尺 5寸は、元和 6年 (1620)の西屋敷造営まで使わ
れていたことが確実である (年報 9)。 6尺 3寸は、17世紀末の元禄年間より前から使われたことが判っている
が、どこまで遡るかは確定できていない (年報18)。 また、寛永 4年 (1627)に 造営が開始された、伊達政宗の








































































































0                               10m
図27 武家屋敷地区第 7地点 I期遺構配置図







































図28 武家屋敷地区第 7地点 I期の遺橋 (1)

















図29 武家屋敷地区第7地点 I期の遺構 (2)
Fig.29 Features belonging to phase l at BK7
1 10YR3/3暗 褐色 粘土質シル ト 粘性中・しまりやや強 黄褐
色土プロックをわずかに含む 酸化鉄を含む
2 10YR4//2灰 黄褐色 ンルト 粘性中 。しまり中 酸化鉄を含む
地山起源の黄褐色粘土をプロック状に含む
3 10YR4/1褐灰色 砂質シル ト 粘性中・ しまり中 酸化鉄・
砂・地山起源の粘上をわずかに含む
10YR4/3に ぶい黄褐色 シル ト 粘性中・ しまり中 黄褐色土小プロックをわずかに
含む 炭化物を含む 酸化鉄 白色粒子を非常に多く含む
10YR4/3に ぶい黄帽色 シル ト 粘性中・ しまり中 黄褐色土プロックを含む 炭化
物・酸化鉄をわずかに含む
10YR4/3に ぶい黄褐色 シル ト 粘性中 。しまり中 黄褐色シルト質砂を含む 責褐
色土小プロックをわずかに含む 酸化鉄・白色粒子を非常に多く含む
10YR5/4に ぶい黄褐色 シル ト 粘性中 しまり中 黄褐色土プロックを多 く含む
炭化物をごくわずかに含む
10YR5れ にぶい黄褐色 砂質シルト 粘性中・しまりやや強 黄褐色土プロックを含
む 炭化物・白色粒子・酸化鉄をわずかに含む
10Y鼈泡灰黄掲色 シル ト 粘性中 。しまり中 黄褐色土小プロックを含む 炭化物
を少量含む 酸化鉄 。自色粒子を多 く含む
D 25号溝  D′
10YR4/2灰責褐色 シル ト 粘性中・しまり中 炭
化物をわずかに含む






1 10YR3/2黒 褐色 粘土質シル ト 粘性やや強
しまり中 炭化物・白色粒子をわずかに含む




10YR3/2黒褐色 シルト 粘性やや強・ しまり中 炭化物を比
較的多 く,小礫をわずかに含む 黄褐色土粒を含む
10YR2/2黒掲色 シルト 粘性強 しまり中 中央に炭化物を
多 く含む 責褐色土粒・小礫をわずかに含む 下部に木羽が
堆積する
10YR4/1褐灰色 粘土質シルト 粘性強しまり中 下部に黄褐
色土粒を含む 木片を含む 炭化物をわずかに含む
10YR4泡灰黄褐色 シル ト 粘性やや強 。しまり中 黄掲色土
粒を多 く合む
10YR5/1褐灰色 粘土質シル ト 粘性強 しまり中 黄褐色土
粒を含む
10YR5/2灰責褐色 粘土 粘性強・ しまり中 地山起源の責褐
色粘土を多く含む
c 24号溝 c′
―引     トー 59.9m
T~










5Y3/1オ リープ黒色 シル ト 粘性弱・しまり中 炭化物を含む
25Y6/41こ ぶい責色 砂 粘性なし 。しまり弱 オリーブ色上を含む
2うY2/1黒色 粘土質シル ト 粘性強 。しまり中 炭化物をわずかに含む
25Y3/1黒 褐色 粘土質シル ト 粘性中 しまり中 責褐色砂と互層を成す 炭化物
をわずかに含む
5Yν lオ リーブ黒色 粘土 粘性強 しまり中炭化物をわずかに含む




10YR5/3に ぶい黄褐色 シルト 粘性なし。しまり強 黄
褐色土粒を少量・ 白色土粒を比較的多 く含む 炭化物を
わずかに含む





1 25Y4/2暗灰黄色 粘土質シル ト 粘性やや強 。しまりや
や強 黒褐色粘土・黄褐色土を含む 白色粒子をわずか
に含む
2 10YR5/3に ぶい黄褐色 シル ト 粘性中 。しまり強 明掲
色上を含む 自色粒子を多く・炭化物をわずかに含む
29号灘
1 5Y3/1オ リーブ黒色 粘土 粘性強 。しまり中 黒褐色粘
土・自色粒子を含む 炭化物をわずかに含む
2 5BG2/1青 黒色 粘土 粘性強 。しまり中 オリープ黒色
粘土小プロックをまだらに含む
3 5Y3/1オ リーブ黒色 粘土 粘性強 。しまり中 黒褐色
土・青黒色粘上を含む
4 25GY5/1オ リープ灰色 粘土 粘性強 。しまり中 黄灰
色粘土 黄褐色土を含む
25Y3/1黒 褐色 粘土 粘性強・しまり中 黒褐色粘上を
含む
5と 同様
Z5Y3/2黒褐色 砂質シルト 粘性中 しまり中

































































D      31号
土坑
       D′
引                   卜
こァ<了
C′      1
1--59.6m2
75Y3/1黒 褐色 粘土 粘性強 。しまり弱 小礫をわ
ずかに含む 均質な堆積層
10YR3/2黒褐色 粘土 粘性強 しまり弱 炭化物少
量
10YR3/1黒掲色 粘土 粘性強・ しまり弱 小礫・責
色粘土小プロックをわずかに含む
4 25Y3/1黒掲色 粘土 粘性強 しまり弱 砂をラミ
ナ状に含む 浅黄色粘土小プロックをわずかに含む








図30 武家屋敷地区第 7地点 I期の遺構 (3)



























図31 武家屋敷地区第 7地点 I期の遺構 (4)




1 10YR4/3に ぶい黄褐色 シル ト 粘性弱 しまり強 小礫・炭化物をわ
ずかに含む 自色粒子を含む
2 10YR4/2灰 黄褐色 シル ト 粘性弱 。しまり強 炭化物をわずかに含む
自色粒子を含む
3 10YR3/3暗褐色 シルト 粘性弱。しまり強 炭化物をわずかに含む
黄褐色土粒をブロック状に含む






Ы 呻 韓 髄 沖 粘土 粧 砕 曖 い 縮 鮒 鋭 ハ の力 舜 む 醐 わ 詢 {含む
25号土坑
593m
10YR4/2FA黄 褐色 粘土質シルト 粘性やや強・しまり中 鉄分を多く含む 炭化物をごくわずかに含む 褐色土を含む
5号建物柱 4
D       D′
→      トー59.8m
10YR3/3 暗褐色 鉄分を多 く含む 埋土中に本質部 や掛度のみ残存)を 含む
8号柱列柱 1
E   E′
引    トー 60.lm



























F    F′
引 トー601m
1 10YRプ 2 黒褐色 シル ト 粘性中 しまり中 鉄分をわずかに含む
2 10YR4/1 褐灰色 シル ト 粘性中 しまり中 鉄分を含む 埋土下部に本質の部分が残る
3 10YR4/2 灰黄褐色 シル ト 粘性中 しまり中 鉄分をわずかに含む





これらの知見から、寛永 4年 (1627)ま では確実に 6尺 5寸が使われ、遅くとも17世紀末までに 6尺 3寸へ変化
していたと考えられる。したがって、 5号建物が I期 に所属するとしても、17世紀前葉より古い時期には遡らな
いものと考えられる。
南北方向の柱筋の方向は、N-5° 一Eと なる。柱 4がピット170に切られている。柱穴の形状は、柱 3が不
整形を呈する以外は、直径25～ 30cm程度の、ほぼ円形である。深さは20cm程度である。柱痕跡は確認できてい
ないが、柱 4で は木質部の痕跡が確認されてお り、これが柱の痕跡であるとすると、太さは17cmほ どとなる。
いずれの柱穴からも、遺物は出土していない。
【12号溝】 (図28・ 29。 30、 図版13・ 14)
HoI列 を南北に延びる素掘 りの溝で、南北とも調査区外へ延びる。途中、撹乱で途切れる部分 もあるが、




















よって一部切 られている箇所もあり、断片的な検出状況である。東西部分は長さ3.5mを 検出し、南北部分は 1
mを検出した。溝の上幅は24～ 40cm、 下幅12～ 24cm、 深さ8cm前後と浅い。東西部分の方向はN-65° 一E、
南北部分の方向はN-28° 一Wである。底面のレベルは東で若千低 くなっており、北側、西側から東側に流れて
いた可能性が考えられる。遺物は出土していない。
〔25号溝】 (図28・ 29、 図版14)
D-5区で検出された素掘 りの溝で、東西方向に延びている。Ⅲ期の 7号溝を切っており、東西両端は撹乱に




【28号溝】 (図 28・ 29、 図版14)




その先は検出されなかった。検出できた長さは3.8mである。Ⅱ期の 8号溝 。23号溝、Ⅲ期の 1号建物 。2号建









【29号溝】 (図 30、 図版14・ 15)
HoI-7～ 12区で検出した、南北方向に延びる素掘 りの溝である。 4層が分布しない区域にあるため、掘 り









や砂がラミナ状に堆積 している。水流のある状態で、自然に堆積 したものと考えられる。遺物は磁器・陶器 。土
師質土器・瓦がわずかに出土しているが、細かな特徴が判るような資料はない。これら以外には、木製品や木羽
がやや多く出土している。









号溝にぶつか り、南側はⅡ期の 2号遺構によって切られている。残存範囲はごく限られており、長さ1.3m分 を





【33号溝】 (図 28。 29、 図版15)
D～ H-6区で検出された。 2層下部の下位から掘 り込んでいるが、 4層 は分布しない区域であるため、 4層


























300cm以 上、南北方向360cm程度となり、かなり大規模な土坑であったと考えられる。 9号土坑と同様、掘 り込
みは浅い窪み状を呈し、壁はなだらかに立ち上がる。埋土は 3層 に分かれる。遺物はさほど多 くないが、各種の
遺物が出土している。磁器では碗・皿類、陶器では唐津の刷毛目大鉢や呉器手碗などが出土しており、17世紀後




【14号土坑】 (図 28・ 29、 図版16)
D・ E-3～ 5区で検出された。 2層下部の下位から掘 り込まれている。14号土坑周辺には4層が分布 してい
ないため、 4層 との関係は不明である。出土遺物から、17世紀代でも早い時期に遡ることは間違いないと考えら
れることから、 I期の遺構と判断した。 I期の24号溝、Щ期の18号溝 。26号溝に切られる。撹乱によって部分的
に破壊されている箇所があるが、おおよそ南北方向に長い長方形もしくは不整形を呈するものとみられる。南北
約570cm、 東西約380cm、 深さ約52cmで ある。規模が大きいことが特徴と言えるが、遺構の性格は判然としない。









いる。ほぼ長方形を呈し、規模は南北の長さ120cm、 東西の幅80cm、 深さは16cmで ある。杭の痕跡と思われる
小ピットが、西辺に沿って 3ヶ 所認められた。西辺の傾きはN-15° 一Wで、東側の 5号建物の方向と近い。遺
物は、土師質土器の皿が 1点出土しているだけである。
【26号土坑】 (図28・ 29、 図版17)
D-5区で検出された。Ⅲ期の26号溝の下面で検出されており、26号溝より古い。南北方向に長い、隅丸の長







【30号土坑】 (図 30、 図版17)






【3司 号土坑】 (図 30、 図版17)
平面精査では検出できなかったが、調査区南壁のセクションの検討の際に確認できたものである。南壁 F・ G
列のセクションで確認したもので、 4層下面から掘 り込まれていることから、 I期に遡る。平面形状は不明であ
るが、南壁セクションでは、上幅173cm、 下幅125cm、 深さ22cmの 逆台形の断面形状を呈する。平面精査を行え
ていないため、出土遺物はない。
【8号柱列】(図31・ 32。 38、 図版17)
8号柱列と次の 9号柱列は、先述のようにI期かⅡ期の判断がつかなかった遺構である。便宜的に、 I期の遺
構の最後に記載する。




柱穴 3基が確認され、柱間寸法は4尺 と考えられる。柱 1と 柱 2の 間に、もう1基、柱穴が存在していたと推
定されるが、 1号柱列の柱 7と 重なるため、これによって壊されてしまったものと考えられる。柱 1が 1号柱列





【9号柱列】(図31・ 32・ 38、 図版17)
DoE-8区 で検出された、南西―北東方向に延びる掘立柱列である。柱筋の傾きが、直交する方向に直して
N-41.5° 一Wと なり、 8号柱列とほぼ同じである。先述のように、両者は近接した時期の所産である可能性が
高いものと考えられ、同様にI期あるいはⅡ期の遺構とした。
3基の柱穴が検出されており、柱間寸法は4尺 2寸 と考えられる。 4尺 2寸は、 1間 を6尺 3寸 とした場合の
2間分、すなわち12尺 6寸を3等分した寸法である。このような柱間寸法は、 1間 =6尺 3寸が採用されて以降
に出現すると考えられる (年報18)。 このことから、 1間 =6尺 5寸が使われていた17世紀前葉までは、少なく
とも遡らないと考えられる。
柱穴はいずれも、径30～ 35cmのほぼ円形から楕円形を呈し、深さは15～25cm程度である。柱痕跡は、 3基 と
も太さlocm程度の細いものである。遺物は出土していない。
② ‖期の遺構 (図 33～ 49、 図版18～ 34)
基本層序の 2層下部の下位で、 4層 より上位から掘 り込まれている遺構をⅡ期とした。 4層 の分布範囲が調査































調査区中央に近いE-5～ 7区 には、15号土坑がある。比較的多 くの遺物が出土しており、ゴミ穴と考えられ
る。出土遺物から、18世紀末から19世紀初頭頃の可能性があり、Ⅱ期でも新しい遺構である。
調査区南東よりには、逆L字状に広がる 2号遺構が存在する。大規模なゴミ穴で、膨大な量の各種遺物が出土
した。多数の木簡が出土しており、年号を記したものから、享保 5年 (1720)を 前後する頃に使われていたと推
定される。木簡の記載内容からは、二の九地区からゴミが逗ばれて捨てられたものと考えられる。 2号遺構の下
面では、 4号井戸が検出された① 4号井戸を使用しなくなってから、さほど時間を空けずに 2号遺構が造られた
可能性を考え4号井戸もⅡ期に含めたが、 I期 に遡る可能性も残っている。
2号遺構の北寄りには 1号遺構が隣接 し、 2号遺構の西側には24号土坑が隣接する。これらからは、 2号遺構
と類似する遺物が大量に出土している。いずれもゴミ穴として利用されたもので、 2号遺構とほぼ同時に使われ
ていたと考えられる。



























【1号遺構】 (図38。 39・ 40、 図版18)
GoH-7・ 8区で検出された、ゴミ穴と考えられる遺構である。 2号遺構 と同様に、3b層の整地によって埋
められてお り、ほぼ同時に存在 したと考えられる。出土遺物の様相 も、 2号遺構と基本的に共通することから、
Ⅱ期の遺構と判断した。



















































































































































































図34 武家屋敷地区第 7地点 ‖期遺構配置図 (2)
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図35 武家屋敷地区第 7地点 ‖期の遺構 (1)
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シル ト 粘性弱・ しまり強




1 10YR4/3に ぶい黄褐色 シル ト 粘性中・
含む
2 10YR2/3黒褐色 シル ト 粘性中・ しま
本材・漆器を非常に多く含む







図36 武家屋敷地区第 7地点 ‖期の遺構 (2)
Fig.36 Features belonging to phase Ⅱ at BK7
23号土坑
ЮYR4/2灰 黄褐色 粘土 粕性強 。しまり強 炭化物をわずかに含
む 黄褐色土プロックを含む




10YR4/4褐色 シル ト 粘性弱 。しまり中
炭化物を多 く含む 明黄褐色土プロックを
わずかに含む
10YR5/1褐灰色 粘土質シル ト 粘性強 し
まり強 黄橙色ブロックを多 く含む 炭化
物をわずかに含む
75YR4/4褐 色 粘土質シル ト 粘性強 。し
まり中 褐灰色土プロックを多 く含む
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図39 武家屋敷地区第 7地点 ‖期の遺構 (5)


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































10YR4/3に ぶい黄褐色 シルト 粘性中 しまり中 炭化物 小礫を含む
10YR4/2黄 褐色 粘土質シルト 粘性やや強 。しまり中 暗灰黄色土を粒状に含む 黒褐色土を中央部に
多く含む 礫・炭化物・酸化鉄を含む
5Y3/1オ リーブ黒色 粘土 粘性強・ しまり中 灰色粘上を底部に筋状に含む 拳大の礫を含む
5Y3/1灰 色 粘土 粘性強 しまり中 黄褐色粘土プロックを含む 酸化鉄を多く含む 炭化物をわずか
に含む






10YR8/6責橙色 シル ト 粘性弱・
25Y3/1黒褐色 シル ト 粘性中・
10YR4/2灰黄禍色 粘土質シル ト









25Y5/1黒褐色 シル ト質粘土 粘性やや強 。しまり中 木片を多く含む
5Y4/1灰 色 ンル ト質粘土 粘性やや強 。しまり中 褐色上を斑状に含む 酸化鉄を含む
5Y3/1オ リーブ黒色 シルト質粘土 粘性やや強 しまり中 黄灰色粘土を含む 酸化鉄を少量含む






26Y3/2黒褐色 ンル ト 粘性中・しまり中 砂を含む 礫・炭化物を含む
25Y3/1黒褐色 シル ト 粘性中・しまり中 砂を少量含む 礫・木製品を含む
5Y2/1黒色 粘土質シル ト 粘性やや強 。しまり中 砂を含む
26Y3/1黒 色 粘土質シル ト 粘性やや強 。しまり中 木製品を多く含む
5Y3/1オ リープ黒色 粘土質シル ト 粘性やや強・ しまり中 木製品を含む
75Y4/1灰 色 シル ト質粘土 粘性強 。しまり中 灰色粘土を含む
25Y3/1黒 褐色 シル ト質粘土 粘性強 しまり中 灰色粘土・褐色土・黄褐色土を含む 炭化
物を少量含む
10YR4/3に ぶい黄褐色 シル ト 粘性中・しまり中 灰黄褐色上を含む 木製品を多量に含む
炭化物をわずかに含む
25Y4/1黄灰色 シル ト質粘土 粘性強 。しまり中 灰色粘土小プロックを含む













A 17号溝  A′
―引        |―-600m
一
10YRγ 2黒褐色 砂質ンル ト 粘性弱 。しまり中
炭化物をわずかに含む 小礫・白色粒子を含む
B 12号土坑 B′
10YR3/2黒褐色 シルト 粘性やや強 。しまり中 炭化
物をわずかに含む 黄褐色土粒を含む
10Ⅵ謝/3暗褐色 シル ト 粘性中・ しまり中 炭化物
小礫をわずかに含む 黄褐色土粒を含む
10YR3/2黒掲色 シル ト 粘性中・ しまり中 炭化物を
多く、小礫・黄褐色土地 をわずかに含む




10YR2/2黒褐色 ンル ト 粘性弱 。しまり中 黄橙色土
プロックを含む 炭化物・酸化鉄を少量含む























0          1m












2 10Y略/3暗褐色 砂質シルト 粘性弱・ しまり中 黄褐色土を含む
白色粒子・炭化物を少量含む
3 10YR2海黒褐色 砂質シルト 粘性弱 。しまり中 礫 木片を合む
に含む
10YR4/2灰黄褐色 シルト 粘性中 。しまり中 上部に粗砂を含む  礫を多量に含
む 黄褐色土小ブロック・炭化物を少量含む
5YR3/1オ リープ黒色 粘土 粘性強 。しまり中
5Y2/2オ リープ黒色 粘土 粘性強・ しまり弱 黄褐色粘土プロック・木片を含む
5Y3/2オ リープ黒色 粘土 粘性強 。しまり弱 頭大の礫・丸太を含む
5Y5/2灰 オリーブ色 粘土 帖性強 。しまり弱 庚化物を含む
5Y4/1灰 色 粘土 粘性強 しまり中
5Y4/2灰 オリーブ色 粘土 粘性強・ しまり中 頭大の礫を含む
5Y4/1灰 色 粘土 粘性強 しまり中 砂プロックを含む
5Y5/2灰 オリープ色 粘土 粘性強 。しまり中










































図45 武家屋敷地区第 7地点 ‖期の遺構 (11)



















































































































c   5号 溝   c′
引＼こフ
√L5a9m






l 10YRν3 暗掲色 シルト 粘性弱 しまり弱 炭化物 礫を含む
2 10YR2/3 黒褐色 シル ト 粘性中 しまり中 底部に砂礫を含む 炭
化物を含む
3 10R4/6 赤色 粘土質シル ト 粘性中 しまりやや強 底部に黒褐色
シルトが堆積
4 10YR3/3 暗褐色 シルト 粘性弱 しまり弱  (掘 り方埋土)
聾
59.9m
10YRプ 3にぶい黄褐色 シル ト 粘性弱 。しまり中 褐色土プロッ
クを含む 小礫・炭化物をわずかに含む
59.9m
1 75YR4/2灰褐色 シル ト 粘性中 。しまり中 黄掲色土プロッ
クを含む
2 10YR3/2黒 褐色 粘土 粘性きわめて強 。しまり中 炭化物をわ
ずかに含む





引      トー59.8m
十
10YR4/2灰黄褐色 砂質シル ト 粘性弱 。しまり中 黄褐色土をプロック状
に含む 白色粒子・尿化物・小礫をわずかに含む
Πgttl,6Fざユf尋憾邑脇  [協attq鶏蓑IPllの
10YR4/2灰黄褐色 シルト 粘性中 しまり中 酸化鉄が斑状に
沈着 炭化物をわずかに含む
13号溝
G   G′
―――→      トーーー59,7m
予




―引   トー59.8m
10Y触嫉 黄褐色 シルト 粘性弱・しまり中 炭化物を含む
卜 60.lm
10YR3/3暗褐色 シルト 粘性中 しまり中 炭化物・小礫・褐色粘土
ブロックを含む
10YR4泡灰黄褐色 シル ト 粘性中・ しまり中 上部に砂礫を含む 小
礫を含む
10YR3/2黒褐色 シルト 粘性弱 。しまり弱 小礫を含む 堀方埋土
9号溝
  E′
0            1m
6号土坑
10YR4//3に ぶい黄褐色 シルト 粘性中・しまり強 小礫を多 く
含む 炭化物を若干含む 黄褐色粘土プロックをまだらに含む
10YR4れ褐色 粘土質シルト 粘性強 しまり中 酸化鉄を含む
10YR57/1褐 灰色 粘土質シルト 粘性強 。しまり中 黄褐色粘土
をプロック状にわずかに含む




















10YR4/3にぶい黄褐色 ンルト 粘性中・しまり中 炭化
物を含む
10YR4/2灰黄褐色 シル ト 粘性中 。しまり弱 炭化物・
小石を含む
15号土坑
10YR5/1褐 灰色 シル ト 粘性弱・ しまり強 責褐色土プロックを多 く含む 小礫を若干含む
10YR3/2黒褐色 粘土 粘性強 。しまり中 木片を薄く層全体に含む 黄褐色土プロックをわずかに含む
ЮYR3/1黒褐色 シルト 粘性弱・ しまり強 ガヽ礫・炭化物・黄褐色土プロックをわずかに含む
10YR3/3暗褐色 粘土 粘性強 。しまり中 黄褐色土粒・粘土プロックをまだらに含む 炭化物・小礫をわ
ずかに含む
10YR4/2灰黄褐色 粘土質シルト 粘性強 。しまり中 炭化物 黄褐色土プロックをわずかに含む 責褐色
粘土プロックを多量に含む
10YR4//2灰 黄褐色 シル ト 粘性弱 。しまり強 酸化鉄を多く含む
10YR3/1黒褐色 粘土 粘性強 。しまり中 黄褐色粘土プロックを含む 小礫・







粘性きわめて強 。しまり中 オリープ黒色土プロックを多 く含む
粘土質シルト 粘性強 。しまり中 明黄褐色土プロック 炭化物をわずかに含む
O
引
1 10YR3/2黒 褐色 粘土質ンル ト 粘性中 しまり中 炭化物 自色粒
子・小礫を若干含む
2 10YR4/1褐 灰色 シル ト 粘性中・ しまり中 黄掲色粘土プロックを多
く含む 炭化物をわずかに含む
3 10YR4/3に ぶい責褐色 粘土質シル ト 粘性強 。しまり中 浅黄橙色粘
土プロックを多く含む
図47 武家屋敷地区第 7地点 ‖期の遺構 (13)














10YR3/3暗褐色 ンル ト 粘性弱・ しまりやや強 黄褐色粘土プロックをまだらに含む 炭化物をわずかに
含む 池状遺構新段階西岸堀方埋土
10YR6/41こ ぶい黄橙色 粘上 粘性強 。しまり中 オリープ灰色粘土小プロック・赤褐色土粒を多 く含む
10YR4カ灰黄褐色 シル ト 粘性やや強・ しまり強 オリープ灰色土小プロック・炭化物を少量含む 褐色
土粒・白色粒子を含む
25Y3/2黒 褐色 シル ト質粘土 粘性強 しまりやや強 オリーブ灰色粘土ブロックを含む 酸化鉄を多 く
含む
5Y3/1オ リープ黒色 粘土 粘性強 。しまりやや強 黄褐色土粒・酸化鉄・白色粒子を含む
B′
トー5的m




1 10YR3/3暗 褐色 シル ト 粘性弱 しまり強 小礫・炭化物をわずかに含む
2 10YR3/3暗 褐色 シルト 粘性弱 。しまり強 小礫を含む 炭化物 を若干含む
3 5Y3/1オ リーブ黒色 粘土質シル ト 粘性やや強 。しまり中 小礫・黄褐色土粒プロックをわずかに
含む
4 5Y3/2オ リープ黒色 粘土質シル ト 粘性強 。しまり中 小礫・炭イ
`物
をわずかに含む
5 5Y4/1灰 色 シル ト 粘性強 。しまりやや強 4層 に類似した上をまだらに含む 鉄分を若千含b
D′
トーーー597m
10YR4/2灰黄褐色 シル ト 粘性中 しまり中 小礫・炭化物をわずかに含む 黄褐色粘土
小プロックをわずかに含む
10YR4/1褐灰色 粘土 粘性強 。しまり中 小礫・庚イと物をわずかに含む
図49 武家屋敷地区第 7地点 H期の遺構 (15)








【2号遺構】 (図 38・ 40・ 41。 42、 図版19。 20・ 21)
GoH-7～ 11区で検出された、ゴミ穴と考えられる大規模な遺構である。基本層 4層上面から掘 り込まれて
おり、ほとんど埋まった後に、上面に3b層 の整地が行われていることから、Ⅱ期に属する遺構である。年号を
記載した木簡が多数出土しており、享保 5年 (1720)を 前後する頃に使われていたと考えられる。




2号遺構の底面からは、 4号井戸が検出されている。 4号井戸が完全に埋まってから改めて 2号遺構全体を掘っ
たのか、 4号井戸が埋まらない状態で周囲を掘 り広げていったのか、どちらであったのかは明らかにはできてい










な段階として、埋± 1層 ・ 2層 。2b層 。3層 と区分して行った。なお、東西方向のセクションの内、G-11区
の部分は、断面図が作成できていない。 2号遺構おは、各所にベル トを設定して掘 り進んでいったが、最後に残
ったのがこの場所であった。突き出る形でベルトを残したところ、下部の余 り締まっていない埋土がベル トの重
みで変形し、ベル トが陥没し倒壊 してしまったため (図版20-5)、 断面図が作成できなかったものである。
有機質遺物が、とりわけ大量に含まれているのは、埋± 2層 と埋± 2b層である。飽屑のような木材の削 リカ










破片数であるが、土師質土器皿は 1万 5千点以上、白木の箸は 2万 5千点あまりと、膨大な量が出土している。
二の丸で行われた宴席で利用されたものが、まとめて捨てられたものと考えて良い。このような出土遺物の様相
は、武家屋敷地から出たゴミではなく、二の九のゴミが運び込まれたことを示すものと言える。



















【7号桂列】 (図45。 46、 図版23)
DoE-2区 で検出された掘立柱列である。 4号溝の南側に沿って、平行して造られており、同時に存在した
可能性が高いと考え、 4号溝と同じⅡ期とした。方向はN-25° 一Wである。 3基の柱穴が検出されており、柱









西の長さ約7.9m、 幅約80cm、 深さ約14cmで ある。東西方向は残存箇所で、N-64° ―Eである。底面の標高は、








【5号溝】 (図45。 46、 図版23)






【8号溝】 (図45'46、 図版23・ 25)
南北方向に延びる素掘 りの溝で、H-4～ 6区で検出された。ピット42と 46に切られている。南北両端は撹乱
によって壊されており、その続きは不明である。中央部付近も一部撹乱によって破壊されている。残存する南北
長約3.5m、 上幅約32cm、 下幅20～ 25cm、 深さ約 8cmで、方向はN-28° 一Wである。底面には細かな凹凸があ
るため、どちらの方向に流れたかは不明である。遺物は出土していない。すぐ西側には23号溝が位置しており、
ほぼ同規模で同じ方向に並んでいるため、造 り替えられた可能性もある。遺構の性格は不明である。 2層 より下
位で検出されているが、この場所には 2層下部や 4層 などが分布 しないため、掘 り込み面は特定できなかった。
後述する23号溝や、それと関連があると思われる16号溝と、溝の方向や形状が類似しており、大きくは同じ段階
に属すると考えられる。16号溝の掘 り込み面が 2層下部の下位であることから、 8号溝も大きくは同じ時期のⅡ
期に相当するものと推測される。
【9号溝】 (図45。 46、 図版24)
F-3・ 4区で検出された素掘 りの溝である。 2層下部の下位から掘 り込まれており、Ⅱ期のものと考えられ
る。Ⅲ期の 4号建物の柱 2に切られている。西側でほぼ直角に屈曲しており、南方向と東方向に向かうが、両端
は撹乱によって破壊されており、続きを検出することはできなかった。 9号溝の東方向には、G-3区 に15号溝
が位置してお り、 9号溝が15号溝に続いていく可能性もある。しかし、両者の間は10号溝に切 られているため、
つながりは不明である。また、これらの溝が重複する部分が、18号土坑の埋土上にあったため、18号土坑と9号
溝、あるいは15号溝の埋土とを認識することが非常に難しく、溝のつながりを確認することはできなかった。上
幅約60cm、 下幅約30～ 35cm、 深さ約16cmで ある。遺物は、磁器、瓦、土師質土器などがごくわすか出土してい
るが、年代が明らかになるようなものはなかった。
【10号清】 (図45。 46・ 47、 図版24)
F～ H-2～ 4区で検出された。 2層下部の下位から掘 り込まれており、Ⅱ期に属する。F-4区、G-2区、
G-4区、H-2区 の 3ヶ 所で、ほぼ直角に屈曲する。またF-4区 には、二股に分岐する箇所がみられる。北
側は調査区外に続き、分岐した西端と南端は撹乱によって破壊されており、その続きを確認することはできなか
った。Ⅱ期の15号溝、18号土坑、21号土坑、22号土坑を切っており、一部撹乱によって壊されている箇所がある。
溝の上幅35～ 65cmで 、北端では上幅100cm程 に広 くなる。下幅は15～ 45cm、 深さ約14cmである。東西方向の








【13号溝】 (図 45・ 46、 図版24)
I-2区で検出された。南北方向に延びる素掘 りの溝である。北端は調査区外に延び、南端は撹乱によって被
壊されており、続きは不明である。2層の下面から掘 り込まれているが、2層下部は存在しない箇所であるため、





















幅15～25cm、 下幅 5～ 15cm、 深さ約 4cmと かなり浅い。方向はN-29° 一Wである。底面は場所によって凹凸
があり、流れの方向は不明である。遺物は出土していない。
【刊7号溝〕 (図 44、 図版26)
B-7区で検出された東西方向に延びる素掘 りの溝である。 2層下部下面から掘 り込まれており、大堀相馬産
の灰釉碗や京焼系陶器など、18世紀代の遺物が出土している。これらの点から、Ⅱ期の遺構と判断した。東西と
も撹乱によって破壊されてお り、その先の延びは不明である。残4T・ していた長さは25mである。ほぼ直線的に









向はN-31° 一Wである。掘 り方は、平面精査では把握できず、断面でのみ確認できた。上幅52cm、 下幅30cm、
深さ20cmで 、断面形状は逆台形に近い。遺物は、磁器と土師質土器が、わずかに出土しているだけである。
【22号清】 (図 35。 36・ 38、 図版26)
調査区の東端を南北に延びる溝である。北側の I・ 」-2・ 3区 と、南側の I-10～ 12区 において検出した。
調査区東側の近代以降に造られた段差によって削平されており、残存状態は良くない。さらに、各所で撹乱によ
















〔23号溝】 (図 45、 図版25)
南北方向に延びる素掘 りの溝で、H-5・ 6区 で検出されている。Ⅲ期の 1号建物の柱22～ 25、 同じくⅢ期の
2号建物の柱12、 ピット46に切 られている。南端は削平によって途切れ、北側は撹乱によって壊されている。撹
乱の北側延長上には16号溝が同じ方向に位置しており、一連の溝となる可能性があるが、詳細はわからない。残
存する南北長約3.8m、 上幅30～45cm、 下幅20～ 30cm、 深さ約 6cmで、方向はN-31° 一Wである。ピットな
どで切 られている箇所が多いため、底面の高低差が不明確で、どちらの方向に流れていたかはわからなかった。
すぐ東側には8号溝が位置している。これらは、ほぼ同規模で同じ方向に並んでいるため、造り替えられた可能





〔27号溝】 (図 38'43、 図版27)










【31号清】 (図 38'43、 図版27)
EoF-10・ 11区で検出した素掘 りの溝で、 4層上面から掘 り込まれているため、Ⅱ期の遺構とした。27号溝
に切られている。途中で屈曲しており、西側は途切れ、北側は27号溝に切られている。27号溝より北側には延び
ていないようである。西端に近い所は、Ⅲ期の池状遺構新段階によって削平されており、わずかに残存する程度
である。南北部分の方向はN-19.5° 一W、 東西部分の方向は直交する方向に直してN-35° 一Wである。底面
レベルは、ほとんど変化がない。上幅50～ 118cm、 下幅15～ 85cm、 深さ22cm前後で、断面形状は逆台形を呈す
る。遺物は、磁器と木製品がわずかに出土しているだけである。
【1号井戸】 (図 44、 図版27・ 28)
B-10区 で検出された。H期の 3号土坑を切っている。Ⅳ期の 1号土坑に切られている。円形の掘 り方の中に、
桶を据えて井戸枠としたものである。調査区東壁際にあり、崩落の危険性があったため、内部の掘 り下げは、校
















【4号井戸】 (図 38。 41、 図版28)
G・ H-10。 11区の、 2号遺構の底面で検出された。 4号井戸の埋土が埋没後に収縮して陥没したと考えられ
ることと、この部分の土層観察用セクションが陥没により変形・倒壊 したため詳細な観察ができなかったことか
ら、 4号井戸の埋土と2号遺構の埋土との関係は充分明らかにできていない。そのため、 4号井戸が完全に埋ま
ってから改めて 2号遺構全体を掘ったのか、 4号井戸が埋まらない状態で周囲を掘 り広げていったのか、どちら
であったのかは明らかにはできていない。 4号井戸を使用しなくなってから、時間を空けずに2号遺構が造 られ
た可能性を考え、同じⅡ期に含めたが、 I期 まで遡る可能性も残っている。
検出面が 2号遺構の底面であり、遺構面よりすでに2mほ ど下がった場所であった。そのため、 4号井戸の埋
























【6号土坑】 (図 45・ 47、 図版29)
G-2区の調査区北壁際で検出されており、北側は調査区外に延びているため、形状は不明である。 2層下部
の下位から掘 り込まれており、コ期と考えられる。東西長約140cm、 深さ約60cmで ある。遺物は、陶器がわず
かに出土しているほか、加工木がやや多 く出土している。 6号土坑の東側約 2mの ところには、ピット5が検出
されている。ビットとしたが、形態や規模が 6号土坑に類似する。そのため、 6号土坑とピット5は、規模の大
きな柱穴であった可能性もある。ただし、柱痕跡などは検出できていない。
(7号土坑】 (図45。 47、 図版29)
E-3区で検出された。西側が 2号土坑によって切られており、全体形状は不明である。残存箇所で、南北幅










【11号土坑】 (図45。 47、 図版30)
G・ H-2・ 3区で検出された。Ⅱ期の15号溝に切られており、同じくⅡ期の21号土坑と22号土坑を切ってい
る。この切 り合い関係から、 Ⅱ期の遺構であると判断される。撹乱によって一部が破壊されているが、東西に長







【15号土坑】 (図45・ 47、 図版30。 31)
E-5～ 7区で検出された。 2層下部を掘 り下げた後に検出しており、 2層下部の下位から掘 り込まれている
と考えられることからⅡ期に含めた。また、出土遺物も、Ⅱ期の遺構として差し支えない。南北方向に長い不整
楕円形を呈しており、南側は構状に延びていくようであるが、撹乱で壊されており詳細は不明である。 I期の24





【刊6号土坑】 (図48・ 49、 図版31)
G-9。 lo区で検出した。大堀相馬産陶器など、18世紀と考えられる陶器が含まれていることから、Ⅱ期に属
するものと判断した。直接切 り合わないが、 2号遺構と極めて近い場所に造られており、同時に存在 したとは考




【18号土坑】 (図35。 36、 図版31'32)
FoG-2'3区 で検出された。 2層下部の下位から掘 り込まれており、Ⅱ期に含めた。出土遺物の様相も、
Ⅱ期として差し支えない。一部、撹乱によって破壊されているが、南北方向に長い不整な楕円形を呈 している。
南北幅約450cm、 東西幅約215cm、 深さ約56cmを 測る。10号溝と15号溝に切られている。ピット43と 61は、18号
土坑の坦土上面で検出されている。一方18号土坑は、21号土坑、23号土坑を切っている。また、18号土坑を完掘




【19号土坑】 (図45。 47、 図版32・ 33)






(20号土坑】 (図 37・ 41・ 42、 図版32)
G・ H-10・ 11区で検出された 3b層上面の窪みである。 2号遺構、 1号遺構、24号土坑が埋まった後、これ
らのゴミ穴の上面を覆うように、地山起源の黄褐色粘質土の 3b層が整地される。下部の 2号遺構埋土や、ある










【21号土坑】 (図35。 36、 図版32・ 33)
G-2・ 3区で検出された。撹乱や、Ⅱ期の10号溝と18号土坑に切られている。また、同じくⅡ期の22号土坑
を切っている。周囲に遺構や撹乱が多 くあることから、掘 り込み面を確定することはできなかったが、切 り合い
関係よりⅡ期の遺構と考えられる。全体形状は不明であるが、おおよそ南北に長い不整形を呈すると考えられる。
南北両側は撹乱により破壊されているが、残存する南北の長さは約255cm、 東西幅約60cmを 測る。埋土は 1層
で、深さ約 8cmと 非常に浅 く、土坑の用途はわからない。遺物は陶器と土師質土器がそれぞれ 1点出土 してい
るのみである。
【22号土坑】 (図35。 36、 図版33)
GoH-2・ 3区で検出された。 2層下部の下位から掘 り込まれている。出土遺物に、18世紀代の大堀相馬産
の中型九碗が含まれることから、Ⅱ期に相当するものと考えられる。撹乱によって、一部破壊されている箇所が
ある。北側はピット5に切られ、さらに調査区外へ延びている。西側は21号土坑に切られている①全体形状は判
らないが、おおよそ南北に長い不整形を呈している。南北の長さは最大で約410cm、 東西幅150～ 165cm、 深さ
約48cmを測る。土坑の用途は不明である。埋土からは、陶磁器類や瓦などが出上しているが出土量はあまり多
くはない。
【23号土坑】 (図35。 36、 図版33)





である。残存する南北幅約170cm、 東西幅約110cm、 深さ約16cmで ある。形状などから土坑の用途を推測するこ
とは困難である。出土遺物は、瓦質の悟鉢が 1点出土しているのみである。
【24号土坑】 (図 38・ 41、 図版19,33・ 34)
F・ G-10・ 11区 で検出した土坑で、大量の遺物が出土し、ゴミ穴と考えられる土坑である。 4層上面から掘
り込まれている。 2号遺構と27号溝を切っているが、出土遺物の様相は共通しており、 2号遺構と同様に享保 5
年 (1720)頃に使われていたゴミ穴と考えられる。隅丸方形を呈 し、南北255cm、 東西220cm、 深さ165cmで 、
壁は急に立ち上がる。南壁の東西両側に、小ピットが造られており、足場用のものかも知れない。埋土には大量





【27号土坑】 (図38。 43、 図版34)
E-8区で検出された。掘 り込み面は不明であるが、出土した陶磁器が18世紀代のものと考えられることから、




【28号土坑】 (図38・ 43、 図版34)






【29号土坑】 (図38・ 43、 図版34)








のセクションで確認したもので、掘 り込み面が、 2層下部より下位で、 4層上面であることが確認できたため、
Ⅱ期に所属する遺構であることが明らかとなった。平面形状は不明であるが、南壁セクションでは、上幅165cm、
下幅115cm、 深さ38cmで 、壁は緩やかに立ち上がる。平面精査を行っていないため、出土遺物はない。
③ III期 の遺構 (図50～ 60、 図版35～ 45)














調査区の北東部に、建物跡や柱列が集中している。ほぼ同じ場所で、 2号建物、 3号建物、 4号建物が造られ











調査区中程から南半部では、D・ E列 に南北方向の 1号柱列や 2号柱列が延び、屋敷地を区画するものと考え
られる。 1号柱列のすぐ東側の南壁沿いには、石組で護岸した池状遺構がある。
調査区西よりの、米軍共同溝より西側の区域では、14号溝や 2号井戸がある程度で、遺構密度は低い。

























0                                   10m
図50 武家屋敷地区第 7地点 III期遺構配置図 (1)

















































0                                   10m
図51 武家屋致地区第 7地点 III期 遺構配置図 (2)




図52 武家屋敷地区第 7地点 III期 の遺構 (1)




10YR4/3に ぶい黄褐色 ンル ト 粘性中
しまり中 白色土粒 黄色土プロックを
まだらに含む
10YR3/3暗褐色 シル ト 粘性弱  しまり中
黄褐色土プロック・褐色土ブロックを含む
10YRν 2灰黄褐色 シル ト 粘性弱  しまり





10YR5/2灰黄褐色  シル ト 粘性中 しまり
中 黄褐色 シル トブロック 炭化物 を少量
含む 上部に礫あ り











一引     トー 601m
画 :鰯:篭婿静W埴
H  3号 溝   H′
―――→                  トーーー59,9m






引    卜
1 10Y勲 /2灰黄褐色 粘土質シル ト 粘性中 しま




―引     トー 60,Om
1 10YR4/4褐色  シル ト 粘性中 しまり中
礫 褐色土ブロックを含む
2 10YR4/2灰 黄褐色 シル ト 粘性中 しまり中
炭化物をわずかに含む 礫を含む






















































































図54 武家屋敷地区第 7地点 ,II期 の遺構 (3)
Fig.54 Features belonging to phase Ⅲ at BK7(3)
的
10YR4/1灰黄褐色 シル ト 粘性きわめて弱・ しまり中











一引  2 トー60,lm















10Y艶 /2に ぶい黄褐色 シル ト 粘性弱 。しまり閥 小礫をわずかに含む 鉄分・自色粒子を含む
10YR5/4 にぶい黄褐色 砂 粘性なし。しまり弱
10YR3/1 黒褐色 シルト 粘性中 。しまり中 炭化物を含む 堀方埋土
F′
トーーー600m
25Y3/2黒 褐色 シル ト 粘性ほとんどなし,し まり中 小木片を含む 炭化物
をわずかに含む
10YR4/2灰責褐色 砂質シル ト 粘性弱 。しまり中 炭化物をわずかに含む
5Y3/ユ オリーブ黒 粘土 粘性強 しまり中 炭化物をわずかに含む 掘方埋土
10Y離/3にぶい黄褐色 シルト 粘性やや強・ しまりやや強 礫・炭化物を少量含む
5Y3/1オ リープ黒色 粘土 粘性強 しまり中 木製品出土
25GY4/1暗 いオリーブ灰色 粘土 粘性強・ しまり中 炭化物を含む
G′
トー 60.lm
図55 武家屋敷地区第 7地点 ill期 の遺構 (4)
Fi355 Features belonging to phase Ⅲ at BK7(4)






























































75YR3/1黒 褐色  シル ト 粘性 中 しま り中 明黄褐色土 プロッ
ク 炭化物をわずかに含む






1          トーーー599m
1 10YR4/2灰 黄4PJ色  シル ト 粘性弱 しまり強 酸化鉄を多く含む
2 10YM/1褐 灰色 粘土質シル ト 粘性強 。しまり中 黄褐色土粘土プロック
をまだらにわずかに含む 炭化物をわずかに含む
3 75YR3/1黒 褐色 粘土 粘性強・しまり中 酸化鉄をわずかに含む 炭化
物をわずかに含む
4 75YR3/1黒 褐色 粘土 粘性強・しまり中 砂をプロック状に含む
図56 武家屋敷地区第 7地点 IIl期 の遺構 (5)







































































































回 ｏ ω 　 酔 翔 脚 畔 諄 図 糾 Ｎ 諄 矛 Ξ 墾 ｅ 陣 離 （ Ｊ






















































































































































































































































































































































台      f~可














































































































































図 ８ 　 酔 坤 脚 理 さ 図 糾 Ｎ 湛 汁 三 墾 ｅ 肺 謙 （ ｅ



































































































































































































































































【1号建物】 (図 59'60、 図版35)
E～ 」-4～ 9区で検出した礎石建物である。 2層下部上面から掘 り込まれていると判断し、Ⅱ期に含めた。
いくつかのピットと切 り合っているが、切 り合い関係が判る場合は、いずれのピットよりも 1号建物が新 しい。
2号建物の柱12が、 1号建物の柱23と 、わずかに重なるが、前後関係はあまり明確にできなかった。次に述べる
ように、柱間寸法から考えて、 1号建物の方が 2号建物より新 しいと考えられる。
1号建物の柱間寸法は、 1間が 6尺 と考えられる。 6尺 3寸の可能性も想定し、様々な可能性を検討したが、
ズレが生じてしまう。一方、 6尺と考えると、おおむね合致することから、 1間の寸法は 6尺であったと判断し
た。これまでの二の九地区や武家屋敷地区の調査では、江戸時代には 6尺が使われている例は無い。江戸時代初
期に 6尺 5寸が使われた以外は、 6尺 3寸が使われている。一方、武家屋敷地区第 4地点で発見された、明治時
代の第二師国の建物では、 1間の寸法が 6尺 となっていることが確認されている (年報13)。 6尺が使われ始め
る時期については、事例が少なく確定できないが、明治時代以降に変化したと考えた方が良いであろう。その場
合、 1号建物の時期が問題となる。 2層が薄い部分が多いため、 1号建物が 2層の下位から掘 り込まれていると
いう認識が誤っている可能性も完全には排除できない。しかし、 2層 を除去してから礎石の上面が露出している









比較的柱筋が通る場所の間に、半間間隔で礎石が認められる場所もある (柱20・ 21'33)。 柱15の北側には、地








〔2号建物】 (図 52・ 53、 図版36)
F～ I-4～ 6区で検出された礎石建物である。 2層下部上面から掘 り込まれており、Ⅲ期の遺構と判断され
る。3号建物とは直接の切 り合い関係はつかめていないが、位置関係から見て、同時存在は難しいと考えられる。
3号建物は礎石が全て取 り払われているのに対して、 2号建物は礎石がほとんど残されている。この点から、 3
号建物が古 く、その礎石が取 り払われた後に、 2号建物が造られたと考えるのが自然であろう。撹乱で各所が壊
されているものと思われる①遺物は出土していない。
礎石と礎石をつなぐ石列状の地覆石からなる。柱間寸法は 1間 を6尺 3寸 としており、場所によって半間間隔
で礎石が据えられている。方向はN-27.5° ―Wである。全体として、東西 4間半、南北 2間半の範囲が検出で
きたが、さらに広がっていたと思われる。礎石は25～35cmの川原石を用いており、幅35～50cmの 掘 り方に据え








の南側には石列 1があるが、他と比べると石の並びがはっきりしない。石列 2は、柱 3と 柱 4を つないでいるが、
柱 3よ り北側にも延びていた可能性がある。石列 3は、柱 4か ら柱 8をつなぐが、柱 8の西側にも1個だけ石が
残されており、さらに西側へ石列が延びていたことは間違いない。柱 8か ら柱 9を経て、石列 4が南へ延びるが、
柱11ま でつながっていた可能性がある。石列 5は、柱 6か ら西へ延びるが、これとは別に、柱 6の南にも石があ
り、南へも石列が延びていた可能性がある。石列 6は柱13か ら西へ延び、半間のところで南に延びる石列 7につ
ながる。この石列 6は、石列 3と 一直線に並んでおり、本来は石列がつながっていた可能性が高い。地覆石があ
る場所は、建物の主要な構造を支える部分と考えられるが、残されていない礎石や地覆石が存在した可能性 もあ
ることから、建物全体の詳糸日な構成は明らかではない。
【3号建物】 (図52・ 53、 図版37)
H-3・ 4区で検出した礎石建物である。礎石は残されておらず、掘 り方のみが検出されている。柱 1が 5号
柱列の柱 3を切 り、東辺が 4号建物の柱 7と 6号柱列の柱 3を切っている。直接の切 り合い関係はないが、 2号
建物とは位置関係から見て、同時存在は難しいと考えられる。上述のように、礎石を取 り除いた 3号建物が古 く、
2号建物が新しい可能性が高い。このように、3号建物より新 しい遺構も古い遺構もⅢ期と考えられることから、
3号建物もⅢ期と判断した。礎石を取 り除いた後の、浅い掘 り方のみが残存 していると考えられる。遺存状態は
悪く、東辺の一部と、北辺の礎石掘 り方 1基を検出しただけである。方向はN-24° 一Wである。 6尺 3寸 を 1
間としていると考えられる。柱の礎石は 1間間隔で据えられていたと推定した。北辺の柱 1は単独で存在 してい
るが、東辺は浅いピットが列状に連なっている。礎石をつなぐ形で、地覆石が列状に据えられていたと考えられ
る。掘 り方の幅は、25～ 50cm程度で、深さは 6～ 8cm程度と浅い。東辺の断面を見ると、図で 1・ 3・ 4と し
て示した層が、石の抜き取 り跡の埋上で、 2・ 5が掘 り方の埋土であると考えられる。遺物は、磁器、陶器、土
師質・瓦質土器、軟質施釉土器が出土しているが、いずれもわずかな量である。
【4号建物】 (図52・ 53、 図版37)
F～ H-3・ 4区で検出した、掘立柱建物である。北辺と西辺のみが確認できており、それ以外の延び方は判
明していない。 1間 を 6尺 3寸 とした柱間寸法で造られている。西辺は、半間間隔で柱穴が配されている。北辺






4号建物の周囲には、後述する 3～ 6号柱列が造られている。いずれも方向がN-22.5～ 23.5° 一Wで、 4号
建物とほぼ同じである。同時に存在したか否かは確定できないが、位置関係から見て、密接に関連する可能性が
高いものと考えられる。4号建物は 3号建物に切られているが、5号柱列と6号柱列も3号建物に切られており、
切 り合い関係からも、ほぼ同じ段階と考えて矛盾しない。 6号柱列は、 2層下部上面から掘り込まれており、Ⅲ
期に属することは確実である。以上の点から、 4号建物と3～ 6号柱列は、ほぼ同じ段階の遺構と考え、いずれ
もⅢ期の遺構とした。
【1号柱列】 (図57・ 58、 図版38)
DoE-5～ 11区で検出された、南北方向の掘立柱列である。控え柱を伴いながら、南北に長く伸びる柱列で
あることから、屋敷地を区画する塀であったと考えられる。 2層 より下位で、 2層下部上面から掘 り込まれてい





尺 9寸 と考えられる。撹乱で途切れる柱 9と 柱10の 間は、この寸法では合わないため、この部分だけ異なる寸法
が使われていた可能性がある。柱 1か ら柱12ま で、15.6mの 長さを検出したこととなる。方向はN-27° 一Wで
ある。柱 4と 柱 8に は西側に控え柱の柱穴 (柱 13・ 14)が確認できた。柱14は独立した柱穴であるが、柱13は柱









【2号柱列」 (図 57・ 58、 図版38)
D-9。 10区で検出された、南北方向の掘立柱列である。 2層の下面より掘 り込まれており、Ⅲ期に属すると
考えられる。 5基の柱穴が検出されており、柱間寸法は 3尺 9寸 と考えられる。方向はN-23° 一Wである。南
側は撹乱によって破壊されている。北側は、対応する柱穴が見当たらないことから、これ以上延びていかないよ
うである。Ⅱ期の27号溝を切っている。柱穴は、径25～30cmの ほぼ円形で、深さは30cm前後である。柱 2・
3・ 4で柱材が残っていた。径10cm前後の九材である。遺物は、 陶器と土師質土器の皿がそれぞれ 1点 出土 し
ているだけである。
【3号桂列】(図52・ 53、 図版38)








G・ H-2・ 3区で検出された、東西方向の掘立柱列である。 3号柱列のすぐ南側に平行している。 5基の柱
穴が検出されている。このうち、西側の柱 1か ら柱 3ま での2間分は、柱間寸法が4尺である。一方、東側の柱




40cmである。柱 1,3・ 5で柱痕跡が確認されており、太さは11～ 16cmで ある。遺物は、磁器、陶器、土師質
土器皿がわずかに出土しているだけである。
【5号柱列】(図52・ 53、 図版39)
H-2。 3区で検出された、南北方向の掘立柱列である。 3基の柱穴が検出されており、柱間寸法は3尺 7寸
と考えられる。方向はN-225° 一Wである。柱 1と 柱 2の間は2間分の間隔があいており、その中間には川原
石がまとまって置かれていた。 5号柱列と関係するものかもしれないが明確ではない。北側は調査区外へ延びて
いく可能性がある。南端の柱 3の位置が、 4号建物の北辺と一致するため、一連の構造となる可能性もある。柱
3が 3号建物の柱 1に切られている。Ⅱ期の11号土坑、19号土坑を切っている。柱穴は、径25～ 30cmの 円形か
ら楕円形を呈し、深さは30cm前後である。柱 3で柱痕跡が確認されており、太さは8cmである。出土遺物は磁
器、土師質土器皿、瓦がわずかに出土しているだけである。
【6号桂列】(図 52・ 53、 図版39)
H-3・ 4区で検出された、南北方向の掘立柱列である。 3基の柱穴が検出されており、柱間寸法は 5尺 5寸





















上幅約30cm、 下幅約20cm、 深さ約14cmと 規模は非常に小さい。方向はN-16° 一Wである。磁器、陶器、土師
質土器、土人形、瓦が出土しているが、いずれもごくわずかである。
【6号溝】 (図54・ 55、 図版42)
D-4・ 5区で検出された南北方向に走る素掘 りの溝である。 2層下部の上面から掘 り込まれており、掘 り込
み面から当期に属するものと考えられる。25号溝を切っている。溝の南北端や中央部は、撹乱によって破壊され
ているため、つなが りなどの全体形状は不明である。検出できた長さは2.8mである。上幅は約34cm程度、下幅
約25～ 30cm、 深さ6cm程度で、方向はN-30° 一Wである。 6号溝の下位には、一部重なって同じ方向に 7号
溝が存在する。しかし、 6号溝が断片的であることなどから、両者の関係は不明である。遺物は、陶器、土師質
土器がごくわずか出土している程度である。
【7号溝】(図54・ 55、 図版42・ 43)
C・ D-3～ 5区で検出された。 2層下部上面から掘 り込まれており、25号溝を切っている。掘 り込み面から
Ⅲ期と判断される。木樋を据え付けた溝で、南北方向に延び、D-3区で「くの字」状に西に折れる。南北部分
の方向はN-28° 一W、 屈曲部分より西側は、N-81° 一Wである。ピット59を 切っている。南端と西端は撹乱
により破壊されているため、つながりは不明である。木樋の幅は約17cm、 掘方幅は約32～60cmである。木樋の
高さは残りのよいところで約 8～ 10cm程度、板材の厚さ 2～ 3cm程度であるが、保存状態が悪 く、ほとんど残




【14号溝】 (図54・ 55、 図版43)
B-4区で検出された素掘 りの溝である。掘 り込み面ははっきりしないが、比較的高いレベルで確認されたこ
とから、Ⅲ期に含めた。北側部分を撹乱に、南側を2号井戸によって切 られているため、本来の長さは不明であ
る。残存部分の長さは14mで、上幅は40cm、 深さは 6cmと ごく浅い。方向はN-70° 一Wである。検出範囲が
狭いため、流れていた方向は判らない。遺物は出土していない。
【18号溝】 (図54・ 55、 図版43・ 44)
E-4・ 5区で検出された。 2層の下面から掘 り込まれており、Ⅲ期の可能性が高いと考えたが、Ⅱ期に遡る
可能性も残っている。 I期の14号土坑を切っている。南西から北東にのびる溝で、北側、南側ともに撹乱によっ








(19号溝】 (図 56、 図版44)
H-11・ 12区で検出された素掘 りの滞である。 2層 の下位で、 2層下部の上面から掘 り込まれており、Ⅲ期に
属する遺構である。北側部分は撹乱によって破壊され、その先の延び方は不明である。南側は調査区外に延びて
いく。 I期の29号溝を切っている。検出できた長さは1.2mだ けである。方向はN-22° 一Wである。幅は44cm、
深さは16cmで、断面形状は船底状を呈する。磁器、陶器、土師質土器、土製品、鉄釘が出土しているが、いず
れもごくわずかな量である。
【26号溝】 (図54・ 55、 図版43。 44)
D・ E-5。 6区 で検出された溝である。 2層 の下位で検出されていることから、Ⅲ期の可能性が高いと考えた
が、Ⅱ期に遡る可能性も残っている。 I期の14号土坑と26号土坑を切っている。D-6区では南から北に延びて















【2号井戸】 (図 54、 図版44)
B-4区で検出された遺構である。西側部分を撹乱で破壊されており、14号溝を切っている。掘 り方はほぼ円
形を呈し直径は132cm、 深さは約180cmで ある。井戸枠や石組などは伴っておらず、素掘 りである。形状から丼
戸 と考えたが、 1号井戸や 4号井戸と比べると浅いため、井戸として機能できたか疑間が残る。半割 して約
60cmほ ど掘 り下げたところで埋土が崩落したため、断面図は作成できなかった。底面には、ほとんど分解 して
いない植物質からなる層が、厚 く堆積 していた。掘 り込み面ははっきりしないが、調査の早い段階で検出され、
検出面のレベルも比較的高いため、Ⅲ期に属すると判断した。磁器、土師質・瓦質土器、加工木が出土している
が、ごくわずかな量で、時期などが判るものは無い。
【2号土坑】 (図 54・ 55、 図版45)
D・ E-2・ 3区で検出された。 2層 を掘 り下げている際に検出されており、 2層下部の上面が掘 り込み面と
考えられる。掘 り込み面や出土遺物から、Ⅲ期に属すると推測される。南北約230cm、 東西約200cmの 不整円形
を呈する土坑で、深さは約112cmで ある。浅い撹乱により、南北方向に土坑の中心付近が一部破壊されていた。




【17号土坑】 (図 56、 図版45)
HoI-10区 で検出された。掘 り込み面は確定できなかったが、比較的高いレベルで検出されていること、陶
器に19世紀に下るものが含まれることから、Ⅲ期の遺構と考えた。南側が撹乱によって壊されており、全体の形




【石敷遺構】 (図 56、 図版41)








【桝埋設遺構】 (図 56、 図版41)
調査区南壁際の、G-11。 12区で検出した。側面部分に方形の木材が残存しており、桝形のものを埋設した遺
構であると考えられる。 2層 より下位で 2層下部を掘 り込んでいることから、Ⅲ期の遺構と判断した。Ⅲ期の石
敷遺構 とI期の30号土坑を切っている。南側は調査区外へ延びる。東西の幅55cmの 掘 り方に、ほぼ同じ大きさ
の桝状の木製品を埋設している。掘り方の深さは約40cmである。遺物は出土していない。





直径80cmの掘 り方の中に、径45cmの桶が埋設されている。掘 り方の内部には、桶の周囲を取 り囲むように、径
15～20cmの円礫を敷き詰めている。掘り方の深さは80cm程度で、埋土は 1層である。桶の内部に堆積 した埋土
は 2層 に分かれる。遺物は磁器、陶器、土師質土器皿、瓦、木製品が掘 り方から出土しているが、いずれもごく
わずかな量である。






第 4地点では、畝状遺構を取 り囲む溝が検出されており、畑の区画が判明したが (年報13)、 今回の調査では、
畑の区画を示すような遺構は検出されていない。今回の調査区では、 2層の残存状態があまり良くないため、畑
がどれだけの広がりを有していたのかは明らかにできなかった。
畝状遺構以外の遺構は少なく、遺構密度は低い。溝が 2条 と、土坑 2基、石列 1条などが検出されているだけ





【畝状遺構】 (図62・ 64、 図版46)




75cm、 上幅は15～35cm、 高さは 3～ 6cm程度と低 く、残 り具合は良くない。方向は、平均的な場所で計測する
と、N-65° 一Eである。
【1号溝】 (図63・ 64、 図版46)
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1 10YR4/3に ぶい黄褐色 シル ト
を多 く含む










10Y盟/2黒褐色 シル ト 粘性中 。しまり中 小礫・炭化物 ,自色粒子をわずかに含む
10YR3/3暗褐色 砂質シル ト 粘性弱・しまり中 多量の砂をプロック状に含む
10YR3/2黒褐色 シル ト 粘性中・ しまり中 炭化物を多量に含む 小礫をわずかに含む












10YR4/6褐色 粘土質シル ト 粘性中 。しまり中 黒褐色土・黄褐色上を互
層に含む 炭化物・円礫を含む
25Y3/1黒 掲色 シルト 粘性中・ しまり中 褐色土をまだらに含む 炭化
物を少量含む 礫を含む
76Yν 2灰 オリープ色 シル ト質粘土 粘性強・ しまり弱 黒褐色土・責褐
色土をまだらに含む
25Y5/4黄褐色 粘土質ンルト 粘性強・しまり中
7.5Y3/1オ リープ黒色 粘土質ンル ト 粘性強 。しまり中 緑灰色粘上質土
ブロック・炭化物をわずかに含む
E′ 鯉m
0             1m
10YR3/1黒褐色 シル ト 粘性弱 しまり強 黄褐色上をまだらに含む 小礫 炭化物を少
量含む 新段階理土
10YR4/1褐灰色 シル ト 粘性中 しまり強 小礫をわずかに含む 新段階堀方埋土
10YR3/3暗褐色 粘土質シル ト 粘性中 。しまり中 白色粒子・黄褐色粘土粒をわずに含む
新段階堀方埋土

















【1号土坑】 (図63・ 64、 図版47)





れており、人為的に埋め戻されたことが確実である。特に埋± 2層 には、大きいものでは径20cmほ どの礫が多
数含まれている。磁器、陶器、瓦、土師質土器、視などが出土している。また底面付近で、長さ約150cmの 角材
が出土している。
【5号土坑】 (図62・ 64、 図版47)
C・ D-3区で検出された。 2層上面から掘 り込まれてお り、掘 り込み面からⅣ期と判断される。西側は米軍
共同溝による撹乱により破壊されており、北側の一部はピット3に より切られているため、全体形状は不明であ
る。残存部分の最大長50cm、 深さ約34cmである。遺物は出土せず、遺構の性格も不明である。






































調査区が位置すると考えられる四方を道路に囲まれた区域は、大きくは 4つに区画されている (図 16。 17、 表
6)。 今回の調査で検出された遺構との関係で注目されるのは、南東の区画である。この区画は、延宝 6～ 8年
(1681～83)の絵図では「月叫和尚」とされているが、その前後の絵図では記載が無いか、「明屋敷」とされてい
る。すなわち、寛文 4年 (1664)か ら元禄 4・ 5年 (1691～92)の絵図まで、一時期を除くと、空き屋敷であっ







2号遺構などから出土した木簡の記載された年号は、享保 5年 (1720)を 中心として、若千の幅がある。新し
いところでは、確実なものとしては享保12年 (1727)ま であり、確実ではないが可能性のあるものとしては享探
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OF THE ARCHAEOLOGICAL IttSEARCH ON THE CAMPUS OF
TOHOKU UNIVERSITY
Vol.19-1,MARCH 2006
The Archacological Research office
On he Campus,Tohoku University
l-1,Katahira,2chome抑【obaWrard,Sendai 980-8577 JAPAN
Sualmary
On he campus of Tohoku University a lot of archacological sitts are known.Among hem,Sendai Casde is he
most famous and largest one.Almost all of the soutt pan of Kawauchi campus is locattd on its secondary citadel
area.The notth part ofI(a、 vauchi campus is located on he sites of samurai residences.Tomizawa callnpus includes
Jomon and]く ofun period site.
In Japan,if existing circumstances need to be changed in the kno、 vn site area,excavation research on the buried
cultural properties must be caコ ビied out.According to legal procedures,the coIImission for research,、 vhich was
organized in 1983,caコビied out rnany salvage excavaions for ll years.It、vas reorganized into the Center in 1994,to
improve condiions of research.The Center n■ 五nly caries out salvage excavadons of archacological sites on the
campus,analyzes these records and remains and publishes excavation reports.Conservation and exhibition of
archaeological heritage,studies about structure of sites,artifacts,technique of excavation and preservation are
ilnponant dudes.
This volume cattries the repoi of salvage excavations of TM5 on Tomizawa campus and BK7 on Kawauchi
campus,which was conducted by he Archaeological Research Center on the Campus of Tohoku Universiり in
2001.In he excavation of BK7,a lot ofれ facts have been excavatedo So hese are reported in he book in separa俺
volumes.This report is the frst separatt volume,and describes about the archaeological features of BK7.We report
about the artifacts and analyses of natural science on he 2nd to 51l separate volume.
T�生S site(the 5th excavation of Ashinokuchi site at Tomizawa campus)
This area was excavated priOr to construction of a building for the GeV/― ray experimental device at the
Laboratory of Nuclear Science.The area ofthe excavation was 512■ ド.
A ditch,10 clay H� ning pits and 3 pits were found from ttis area.This ditch had been already found at TW13 and
TM4,and these are parts ofthe same dtch.Because here is no artifact clearly dattd lrom this ditch,the date of this
ditch is unknown.
Ten clay mining pits at T� r5 are silnilar to those at T� И.The clay lnining pits at TM4 were dated to the Final
Jomon pettod based on the artifacts.But the size and dis,ibution of the clay■ lining pits at TM5 are smaller than
TM4.Ah可 ユーware vessel belonging to he eal・ ly Kohun pe■ od was found from clay mining pit No.3.So it is infered
hat these clay■�ning pits are dated to the Kohun pettod.
BK7 site(Loc,of samurai residences located at the side of■orth outer l■ oat of Ninomaru,i£。Secondary
Citadel of Sendai Castle)
This area was excavattd prior to construction of a bullding for Multimedia Education and Research Complex.
This area was salnurai residences located atthe side of north outer moat of Ninomaru in Edo pedod.At BK7,a trap
pit was the only archaeological features before Edo period.A lot of archacological features were found hat ate
dated from Edo pe� od to MelJl period.And hese archacologlcal features are classiied into 4■laJor stages.
Phase I
Phase l is frOna around he initial period ofthe 171l century to he end ofthe 17h century.At the east pan ofthis
excavation area,there was a ditch rLInning in north and south direcion.And being crossed this ditch at ight angles,
here were also some small― scale ditches.It is supposed that the ditch was the facility to divide the area into
individual residences,but its detailed date is not clear.There are a fe、 v features.Fronl No.14 earthen pit,some
pOrCelモun and 81azed ceramics dattd to he initial Edo period are excavated.It shows that his area was occupied
since the initial Edo period.
Phase Ⅱ
Phase Ⅱ is frOm around the i� tial pedod of the 18th century to the ettly ptti of he 19h century.There were
some huge garbage pits at the souheast part of this excavation area,and a lot of wooden tablets and wooden
implements w� tten in black ink(Indian inlc)were fOund from hese garbage pits.The era name of around 1720 was
wtttten on hese wooden tablets.Thc contents of these、vooden tablets show hat he garbage、 vas caried in and
dumped here froni the Secondtty Citadel of Sendai Castle.Besides,a lot of earthen pits and ditches were found
overlapped on each oher at the northeast part of this excavation area.
Phase Ⅲ
Phase Ⅲ isとOm arOund he early part of he 19血 century to around 1870(血 e early p�  of Metti periOd),Some
buildings、 vere constructed on foundation stones,some buildings、 vere widl plllars embedded directly in the ground
and some lines of pillar―holes、vere reconstructed over and over around he northeast part of this excavation area.
Atthe sou■l part of this excavation area,a pond was found,its bank was protected by stones.
Phase凸「
Phase Ⅳ is from arOund 1870 to around he 21st year of Meも i(1888),when the Japanese lmperial Army was
disposed at he site,Some structural remains such as idges、 vere found at the north side of his excavation area.
There are a fe、v ditches and earthen pits.But the density of the archaeological features、 vas low.It was he result
hat the samurai residence area had been abolished at the MelJl Restoration period.
The aspects of the archacological features at each nla」 or stage are different.It renects the differences in land―use
patterns at each stage.




1.調査区全景 (北東から) 2.調査区全景 (北から)
3.調査区全景 (南から) 4.調査区全景 (北西から)






3.4号土坑 (北から) 4.5号土坑セクション (北から)




図版 2 芦ノロ遺跡第 5次調査検出遺構
P12 Features at TM5(2)
6号土坑 (北から)
1.7号土坑 (東から)
3.8号土坑 (西から) 4.9号土坑セクション (北から)
5。 9号土坑 (南から) 6.10号土坑セクション (西 から)
7.10号土坑 (東 から) 8.ピ ット1セ クション (南 から)
図版 3 芦ノロ遺跡第 5次調査検出遺構 (3)
Pl.3 Features at TM5(3)
1.ピ ット1(西から) 2.ピ ット2セ クション (北から)





2.東側最終状況 (南から) 3。 東側最終状況 (南 から)
風
4.西側最終状況 (南 から)
図版 5 武家屋敷地区第 7地点全景 (1)
P15 ViewsOfBK7(1)























図版 7 武家屋敷地区第 7地点全景 (3)



























7.調査区北壁 I列セクション (南 から)
6.調査区北壁 H列セクション (南から)
図版 9 武家屋敷地区第 7地点広域セクション (1)
P19 Cross sections Of BK7(1)
鰯 驚 主|1生
'「調査区北壁 I・
1.調査区南壁 I列セクション 2.調査区南壁 H・ I列セクション (北から)
3.調査区南壁 H列セクション (北 から)
5.調査区南壁 F
 ́ ｀ |■ 一
4.調査区南壁 G列 セクション (北から)
8.調査区南壁 B列 セクション (北から)7.調査区南壁 D列セクション (北 から)
図版10 武家屋敷地区第 7地点広域セクション (2)
Pl10 Cross sections of BK7(2)
・G列 セクション (Jと から)
1,共同溝西壁 8・ 9列 セクション 2.共同溝西壁 7・ 8列 セクション (東から)
5.共同溝西壁 6列セクション (東から) 6.共同溝西壁 4・ 5列 セクション (東から)
7.共同溝西壁 4列 セクション (東から) 8.共同溝西壁 2列セクション (東から)
図版悧 武家屋敷地区第 7地点広域セクション (3)
Plll Cross sectiOns Of BK7(3)
警
;土j7t(爾 から,                  7.33号 土坑セクション (東 から)
図版12 武家屋敷地区第 7地点広域セクション (4)、 縄文時代の遺構
Pl12 Cross sections and features of Jomon period at BK7
1.共 同溝束壁 2・ 3列セクション (西から)
4.共同溝東壁 8・ 9列セクション (西 から)
5,共同溝東壁10。 11列 セクション (西から)
6.33号 坑 (南 )
1.5号建物 (南 から) 2.5号建物セクション (南 から)
12号溝 (北から) 12号溝 I-2・ 3区 (北 から)
| _II慧
―










1.24号溝 (東から) 2.24号溝セクション (北から)
4.25号溝セクション (東から)
6,28号溝セクション (東から)
5,28号溝 (束から)               7.29号 溝 。12号溝セクション (北から)
図版14 武家屋敷地区第 7地点 I期の遺構 (2)
Pl14 Features of phase l at BK7(2)
爾
1.29号溝 (南 から) 3.32号溝セクション (東から)
!=習
(南 から)
4.33号溝 D・ E-6区 (東から) 6.33号溝セクション (西 から)
図町1ダ賓ξ斎雙亀毛轟【触
1評解眉③
1,9号土坑 (西 から) 9号土坑セクション ¢ミから)
3.13号土坑 (南 から) 4.13号 土坑セクション (東 から)
5.14号土坑 (北から) 14号土坑セクション
7.25号土坑 (南東から)
図版16 武家屋敷地区第 7地点 I期の遺構
Pl16 Features of phase l at BK7(4)
8.25号 土坑セクション (南西から)
(4)
1.26号土坑 (東 から) 2.26号土坑セクション (東から)
基
番蒸li
6.8号柱列柱 1セ クション (北から)
と列 (南 から)             7.9号 柱列柱 2セ クション (北から)
図版17 武家屋敷地区第 7地点 1期・ |～ ‖期の遺構
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1.1ケ迫村G H-8区 束7町 セクション
5,1号 遣構Ⅲ仕上 3四遣物出上状 |ケ亡 (西 か ら) 1ケ遣構 ll i 31‐・犬付格出:し状|)と (山 から)
図版18 武家屋敷地区第 7地点 ‖期の違構 (1)
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図版19 武家屋敷地区第 7地点 H期 の違構
P119 Fcat(1lcs of l)hasc L at PJK7(2)
(2)
9■ (束 か ら,








図版20 武家屋敷地区第 7地点 ‖期の遺構 (3)
P120 Features of phase Ⅱ at BK7(3)
2.2号遺構H-8区 南北セクション (東から)
3.2号遺構H-10,11区南北セクション (東から) 4.2号遺構H-10区南北セクション細部 (東から)
6.2号遺構H-11区東西セクション (南から)
8.2号遺構H-8区 東西セクション細部 (北から)
1.2号遺構 H・ I-8区東西セクション (南から) 2.2号遺構H-7・ 8区埋±3層遺物出土状況 (北から)
3.2号遺構H-7・ 8区埋±4層遺物出土状況 (東から) 4.2号遺構H-8区 埋± 2層遺物出土状況 (北 から)
5.2号遺構H-8区 埋± 2層 アワビ貝殻出土状況 (北から)
図版21 武家屋敷地区第 7地点 ‖期の遺構
Pl.21 Features of phase Ⅱ at BK7(4)
6.2号遺構H-11区埋土漆器出土状況 (北から)
甥 欅 飴 鰺甲鸞勢秘lr御 岬 爾Ⅷ
7.2号遺構H-11区埋± 2b層漆器出土状況 (東から) 8.2号遺構H-11区埋±2層ハエの蛹出土状況 (北から)
(4)
1.池状遺構古段階 (南から) 2.池状遺構古段階 (北から)
3.池状遺構古段階西岸 (東から) 4.池状遺構古段階西岸杭列 (東から)
5.池状遺構古段階D― ■区東西セクション (南 から) 6.池状遺構古段階D・ E― ■区東西セクション (南から)
7.池状遺構古段階西岸礫出土状況 (南 から) 8.池州大遺構古段階西岸の石敷確認状況 (東から)
図版22 武家屋敷地区第 7地点 ‖期の遺41a(5)
Pl.22 Features of phase Ⅱ at BK7(5)





3.4号溝・ 5号溝 (北から) 4.4号溝木材出土状況 (北から)




図版23 武家屋敷地区第 7地点 ‖期の遺構
P123 Features of phase Ⅱ at BK7(6)
マ
図版つ4 武家屋致地区第 7地点 ‖期の遺構 (7)




1.9号溝 (北から) 2.9号溝セクション (東から)
4.10号溝G-3区 セクション (南 から)
警,=撃郵
6.13号溝セクション (南 から) 7.13号溝 (北から)
2.15号溝セクション (東から)
1,15号溝 (南から) 3.16号溝セクション (北から)



































































6.22号 活訓査区南壁セクション (北か ら)
図版26 武家屋敷地区第 7地点 ‖期の追構 (9)
P126 Features of phase Ⅱ at BK7(9)
27号溝 (西から) 2,27号溝セクション (東から)







1.1号井戸セクション3回 目 (東から) 2.3号井戸 (北東から)
3.4号井戸 (北西から) 4.4号井戸 (東から)
5.3号土坑 (南から)
6.3号土坑・ 1号井戸セクション (南 から)              7.4号 土坑 (北から)
図版28 武家屋敷地区第 7地点 ‖期の遺構 (11)
P128 Features of phase Ⅱ at BK7(11)
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5,7号土坑 (東から) 6.7号土坑セクション (西から)
漏 lbォ
(司ヒか ら)





図版30 武家屋敷地区第 7地点 ‖期の遣構 (13)
P130 Features of phase Ⅱ at BK7(13)
7.15号 土坑木材出土状況 (東から)
」'勇″
1.15号土坑セクション上部 (西 から) 2.15号土坑セクション下部
16号土坑セクション (西 から)
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図版32 武家屋敷地区第 7地点 H期の遺構 (15)
1)132 Fcaturcs or pha、 e rIをlt Bl(7(15)
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図版33 武家屋敷地区第 7地点 ‖期の遺構 (16)
P133 
「
catttres of phasc H at BK7(16)
5. 24ケ liウ[(1有 か ら)





24号土坑 F― 孔1区埋± 2層下駄出土状況 (北から)
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5.29号土坑 (東から) 7.G・ H-11・ 12区礎石等検出状況 (南 から)
図版34 武家屋敷地区第 7地点 ‖期の遺構 (17)
P134 Features of phase Ⅱ at BK7(17)
1,1号建物北東部 (北から) 2.1号建物南東部 (北から)
3.1号建物北東部 (東から) 4。 1号建物北東部 (西から)















8.2号建物柱 4セ クション (北 から)
図版36 武家屋致地区第 7地点 ||1期 の遺構



















6。 東南都礎石等 (北 から)
5.東南部礎石等 (南 から) 7.G-11区 礎石等検出状況 (北 から)
図版37 武家屋敷地区第 7地点 ||1期 の遺構





3.1号 柱列 lli 7セ クション (北 か ら)
2B41:
4.2 EI主 列柱4セ クシヨン (商 から)
図版38 武家屋敷地区第 7地点 |1期 の遺構 (4)









5, 3サ相:列 (Jヒ から,
1. 4号柱アJ(引ヒから) 2.4号柱列柱 3セ クション (東から)
|イ 鷲
3. 5号布IアJ(】ヒから) 4. 6号オ主列 (司ヒから)
Ⅲ,    ◆'|-  1 1
5.5号柱列柱 1セ クション (南 から) 6.6号 柱列柱 1セ クション (束か ら)
図版39 武家屋敷地区第 7地点 ||1期 の遣構
P139 Features of phase m at BK7(5)
2.池状遺構新段階 (南から)
1.池状遺構新段階 (西 から) 3.池状遺構新段階東岸石組 (西 から)
4.池状遺構新段階調査区南壁セクション (北から)
図版40 武家屋敷地区第 7地点 III期 の遺構 (6)
Pl.40 Features of phase m at BK7(6)
5.池状遺構新段階砂礫層・遺物検出状況 (南から)
6.池状遺構新段階砂礫層推積状況 (西 から) 7.池状遺構新段階E― ■区遺物出土状況 (南 から)
170
1.石敷遺構上部の木材 (南から) 2.石敷遺構 (南から)
6.桶埋設遺構桶内部の状況 (西から)
7.桶埋設遺構セクション (南から)
図版4刊 武家屋致地区第 7地点 III期 の遺構 (7)
Pl.41 Features of phase Ⅲ at BK7(7)















































ら,                     s 7を IIF D-31メ :(束 から,
図版42 武家屋致地区第 7地点 |1期 の遣構 (8)




















1,7号溝 (北 から) 3.7号滞セクション (北から)
4.14号滞 (南から)
5。 14号溝セクション (南西から)            6.18号 溝 。26号溝D-5区 (南西から)
図版43 武家屋致地区第 7地点 III期 の遺構 (9)



























図版44 武家屋敷地区第 7地点 |1期 の遺構 (10)






















図版45 武家屋敷地区第 7地点 ||1期 の遺構 (11)







多 ■■鍾 竜子 醤 暴
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2.畝状遺構 G・ H-2・ 3区 (北東か ら)






Features of phase Ⅳ at BK7(1)
7.1号 溝古段階セクション (束から)















5。 1号土坑セクション (南 から)
4.1号土坑 (南 から) 6.5号土坑セクション (西 から)
報 告 書 抄 録
ふ り が な とうほくだいがくまいぞうぶんかざいちょうさねんぽう
書 名 東北大学埋蔵文化財調査年報
副  書  名
巻 次 19
シ リ ー ズ 名
シ リーズ番 号
編 著 者 名 阿子島 香・藤沢 教・柴田恵子・高木暢亮
編 集 機 関 東北大学埋蔵文化財調査研究センター
所 在 地 〒980-8577 宮城県仙台市青葉区片平二丁目1-l TEL022-217-4995
発 行 年 月 日 西暦2006年 3月 31日
ふ り が な
所 収 遺 跡 名
ふ り が な
所  在  地








































































































印層J 株式会社 東 】ヒ プ リ  ン  ト
TEL 022(263)1166
